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第
��
回
関
ト
ڠ
事
業
者
大
会
を
開
催

東
ト
ڠ
８
年
度
第
2
回
૯
຿
ҕ
һ
会

東
ト
ڠ
８
年
度
第
１
回
ܦ
Ӧ
教
ҭ
ҕ
һ
会

フ
Ỽ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
ڝ
ٕ
東
京
大
会

写
真
で
み
る
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
特
集

̎̐̑̒̔

今
年
の
フ
ェ
ス
タ
は
開

催
日
を
౔
༵
日
に
ม
ߋ
し
、

代
々
木
公
園
の
野
外
ス
テ
ー

ジ
と
イ
ϕ
ン
ト
広
場
で
開

催
。ै
来
の
η
レ
モ
ニ
ー
を
、

関
東
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会（
会
長
・
水

野
ޭ
東
ト
ڠ
会

長
）は
９
月
10
日
、

Ἒ
城
ݝ
水
戸
市
の

水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ྗ
し
て
い
き
た
い
」
と

ड़
べ
た
。

大
会
で
は
、「
࿑
ಇ
時
間

ن
制
の
強
化
に
ର
Ԡ
し
た
ಇ

き
や
す
い
職
場
؀
ڥ
の
整
備

に
よ
る
࿑
ಇ
ྗ
の
確
อ
と
人

ࡐ
ҭ
成
に
޲
け
た
ॾ
ର
策
を

ਪ
ਐ
し
よ
う
」「
ඪ
४
的
運
௞

を
׆
༻
し
た
ద
ਖ਼
な
運
௞
・

ྉ
ۚ
の
ऩ
ड
に
よ
る
࣋
続
的

な
ト
ラ
ッ
ク
༌
ૹ
を
ਪ
ਐ
し

よ
う
」「
交
通
事
故
・
࿑
ಇ
災

害
防
ࢭ
ର
策
の
徹
底
に
よ
り

安
全・安
心
を
確
อ
し
よ
う
」

「
大
ن
໛
災
害
発
生
時
に
お

け
る
ۓ
急
༌
ૹ
体
制
の
確
ཱ

を
図
ろ
う
」「
ద
ਖ਼
化
事
業
の

ਪ
ਐ
に
よ
り
法
令
遵
守
を
徹

底
し
よ
う
」「
自
動
車
関
܎
ॾ

੫
の
؆
素
化
・
ܰ
ݮ
を
実
現

し
よ
う
」
の
６
߲
໨
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。

ま
た
、
前
回
事
業
者
大
会

の
݁
Ռ
や
要
๬
׆
動
に
つ

ル
で
第
��
回
関
ト
ڠ
事
業
者

大
会
を
開
催
し
、
関
東
１
都

̓
ݝ
の
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
か
ら

̐
１
０
人
が
ࢀ
Ճ
し
た
。

๯
಄
、
水
野
会
長
は「
ト

ラ
ッ
ク
運
ૹ
業
ք
は
現
在
、

事
故
防
ࢭ
や
人
ࡐ
確

อ
、
࿑
ಇ
時
間
ن
制

へ
の
ର
Ԡ
な
ど
、
数

多
く
の
՝
題
に
௚
面

し
て
い
る
。
１
都
̓

ݝ
の
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

が
ۓ
ີ
に
連
ܞ
し
、

物
流
の
最
前
線
で
ಇ

く
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
が
、
そ
の
重
要

な
੹
຿
に
見
合
っ
た

ద
ਖ਼
な
ର
Ձ
と
、
ܟ

意
を
ಘ
ら
れ
る
ࣾ
会

の
実
現
に
޲
け
て
౒

Ҿ
き
続
き
、
ன
前

に
行
わ
れ
た
η
レ
モ

ニ
ー
で
は
、
ओ
催
者

を
代
表
し
て
水
野
会

長
が
あ
い
さ
つ
。
๯

಄
、「
令
和
８
年
۽

本
地
਒
」「
令
和
８
年
８
月

ઍ
葉
߽
雨
」
で
被
災
さ
れ
た

方
々
に
お
見
舞
い
の
ݴ
葉
を

ड़
べ
、
վ
め
て
被
災
地
の
復

興
・
ࢧ
ԉ
の
必
要
ੑ
を
ૌ
え

た
。
そ
の
上
で
、「
ࢲ
た
ち

྘
ナ
ン
バ
ー
の
事
業
༻
ト
ラ

ッ
ク
は
、
生く

ら
し׆
と
࢈
業
を
ࢧ

え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

て
、
ࣾ
会
的
に
大
き
な
役
ׂ

を
Ռ
た
し
て
い
る
。
フ
ェ
ス

タ
で
は
交
通
安
全
や
؀
ڥ
ର

策
、
被
災
地
へ
の
復
興
ࢧ
ԉ

な
ど
、
業
ք
の
役
ׂ
や
取
り

૊
み
を
分
か
り
や
す
く
఻
え

る
こ
と
で
、
都
ຽ
の
օ
さ
ま

に
ト
ラ
ッ
ク
に
਌
し
み
を
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ड़

べ
た
。

η
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
水
野

会
長
を
は
じ
め
෭
会
長
各
ࢯ

や
、
関
܎
行
੓
・
ஂ
体
か
ら

多
く
の
来
ෂ
が
出
੮
。
代
表

し
て
、
関
東
運
༌
ہ
の
ᖒ
Ҫ

ढ़
ہ
長
、
東
京
都
都
ຽ
安
全

૯
合
ର
策
本
部
૯
合
ਪ
ਐ
部

の
三
Ӝ
߂
ݡ
交
通
安
全
୲
当

՝
長
、
ौ
୩
区
の
長
୩
部
݈

区
長
が
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

こ
の
後
、
交
通
安
全
・
؀

ڥ
อ
全
の
取
り
૊
み
に
ߩ
ݙ

し
た
運
転
者
や
事
業
者
を
表

জ
。
第
4�
回
東
ト
ڠ
ド
ラ
イ

バ
ー
・
ί
ン
テ
ス
ト
最
༏
ल

者
৆
と
し
て
、
久
อ
ࣉ
఩
໵

さ
ん（
日
本
通
運
東
京
ࢧ
ళ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
オ
ペ
レ
ー

シ
ἀ
ン
部
༌
ૹ
՝
）に
水
野

会
長
が
表
জ
状
を
त
༩
し

た
。
続
い
て
、
グ
リ
ー
ン
・

Τ
ί
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
༏
ल
৆
で
は
、
Ճ

東
ト
ڠ
各
ࢧ

部
は
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運

動（
９
月
21
Ỗ

30
日
）
期
間
中

の
９
月
24
日
、

֗
಄
ࢦ
導
׆
動

の「
౷
一
実
施

日
」と
し
て
、本

部
と
ࢧ
部
が
歩

լ
運
ૹ
の
内
ా
݈
治

࿠
ࢯ
、
ߊ
和
の
野
࡚

ਐ
一
ࢯ
、
藤
ؠ
運
༌

の
Ճ
藤
和
඙
ࢯ
に
、

そ
れ
ぞ
れ
水
野
会
長

が
表
জ
状
を
ख
౉
し

た
。最

後
に
、
青
年
部

の
෱
ా
ॱ
一
本
部
長

が
、
安
全
確
อ
と
؀

ڥ
อ
全
の
観
点
か
ら

「
東
ト
ڠ
એ
ݴ
」
を

ಡ
み
上
げ
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ハ
シ

ル
」
と「
キ
ζ
ナ
」
が
各
場

面
で
ొ
場
し
て
会
場
を
੝
り

上
げ
た
ほ
か
、
フ
ェ
ス
タ
オ

リ
ジ
ナ
ル
ι
ン
グ
が
流
さ
れ

る
な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
フ
ェ
ス
タ
を
ア
ϐ
ー
ル
し

た
。野

外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
初

出
演
と
な
る
代
々
木
ܯ
࡯
ॺ

交
通
少
年
ஂ
の
演
૗
や
よ
さ

こ
い
演
舞
を
は
じ
め
、
झ
޲

を
ڽ
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
。

メ
イ
ン
会
場
の
イ
ϕ
ン
ト

広
場
に
は
、
職
業
体
験
ί
ー

ナ
ー
や
ࢧ
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
複

数
ࢧ
部
に
よ
る
出
展
に
Ճ

え
、
ڠ
ࢍ
ا
業
や
関
܎
ஂ
体

も
ࢀ
Ճ
し
、
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー

カ
ー
各
ࣾ
が
、
大
型
か
ら
小

状
گ
を
ࢹ
࡯
し
た
。
同
ࢧ
部

は
、
江
東
区
ཱ
第
一
ُ
戸
小

ֶ
ߍ
ਖ਼
໳
前
お
よ
び
̟
̧
ُ

戸
駅
で
、
城
東
ܯ
࡯
ॺ
、
城

東
交
通
安
全
ڠ
会
青
年
部
会

と
と
も
に
、
֗
಄
ࢦ
導
׆
動

を
実
施
。
小
ֶ
ߍ
で
は
、
ௗ

ノ
海
෭
会
長
と
ઙ
野
ࢧ
部
長

ら
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

る
メ
ッ
η
ー
ジ
を
ఴ
え
た
カ

ー
ネ
ー
シ
ἀ
ン
と
൓
ࣹ
ࡐ
を

１
年
生
に
ख
౉
し
、
道
路
へ

の
飛
び
出
し
や
、
ト
ラ
ッ
ク

の
近
く
で
遊
ば
な
い
よ
う
注

意
を
ଅ
し
た（
写
真
）。

い
て
報
ࠂ
し
た
ほ
か
、
記
念

ߨ
演
で
は
、
日
本
ڞ
૑
プ
ラ

ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム（
̟
̥
̸
̭
）

代
表
取
締
役
会
長
の
෌
ࢁ
和

඙
ࢯ
が「
地
Ҭ
ܦ
ࡁ
を
ࢧ
え

る
ロ
ー
カ
ル
࢈
業
と
Τ
ッ
η

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ະ

来
」と
題
し
て
ߨ
演
し
た
。

続
い
て
、「
ト
ラ
ッ
ク
関

܎
法
令
へ
の
ର
Ԡ
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
ύ
ネ
ル
σ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ἀ
ン
を
行
い
、

水
野
会
長
が
ύ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
発
ݴ
し
た
。

こ
の
後
、
大
会
એ
ݴ
を
࠾

୒
。
次
回
事
業
者
大
会
の
開

催
୲
当
と
な
る
東
ト
ڠ
を
代

表
し
、
水
野
会
長
が
令
和
９

年
９
月
８
日
、
ઍ
代
ా
区
内

޾
ொ
の
ఇ
国
ホ
テ
ル
東
京
で

開
催
す
る
ࢫ
を
案
内
し
、
׻

迎
の
あ
い
さ
つ
を
ड़
べ
た

（
̎
໘
ʹ
ؔ
࿈
）。

ௐ
を
合
わ
せ
、
交
通
安
全
や

事
故
防
ࢭ
を
呼
び
か
け
る
׆

動
を
展
開
し

た（
ৄ
ࡉ
͸

࣍
߸
ܝ
ࡌ
）。

同
日
は
、

令
和
８
・
９

年
度
運
༌

安
全
ҕ
һ
長

に
ब
೚
し
た

ௗ
ノ
海
ֶ
෭

会
長
が
、
城

東
ࢧ
部（
ઙ

野
ར
޾
ࢧ
部

長
）の
׆
動

多
く
の
都
ຽ
が
来
場
す
る
ன

前
の
時
間
帯
に
ม
ߋ
し
た
ほ

か
、
フ
ェ
ス
タ
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
η
レ
モ
ニ

ー
を
੝
り
上
げ
る
な
ど
、
内

容
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
̨
Ｈ
Ｏ
̬

で
は
、
৿
本
উ
໵
フ
ェ
ス
タ

実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

ー（
෭
会
長
）が
開
催
を
એ

ݴ
し
、開
ນ
し
た
。

型
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ッ
ク
を
展
示
。
乗
車
体
験
な

ど
イ
ϕ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
安
全
関
連
の
車
྆
も
঺

հ
し
た
。
؀
ڥ
関
連
で
は
、

̛
̘
（̫
೩
ྉ
電
஑
自
動
車
）

ト
ラ
ッ
ク
の
展
示
や
、
̚
̫

（
電
気
自
動
車
）か
ら
ブ
ー

ス
へ
の
電
ݯ
ڙ
څ
、
都
؀
ڥ

ہ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
よ

る
Τ
ί
ド
ラ
イ
ブ
体
験
が
実

施
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、「
復
興
ࢧ
ԉ
」を

テ
ー
マ
に
自
衛
ୂ
の
災
害
೿

ݣ
車
྆
、
東
ト
ڠ
ٹ
ԉ
物
ࢿ

༌
ૹ
車
྆
を
展
示
す
る
と
と

も
に
、「
出
張
輪
ౡ
ே
市
」で

࢈
௚
品
を
ൢ
ച
。
本
部
テ
ン

ト
で
は
、̓
月
に
発
生
し
た

「
令
和
８
年
۽
本
地
਒
」
へ

の
ื
ۚ
ശ
を
設
ஔ
し
、
来
場

者
か
ら
多
く
の
ื
ۚ
が
ू
ま

っ
た
。

௕୩෦۠௕

三Ӝ՝௕

ᖒҪہ௕

ਫ໺会௕

υ
ラ
Π
ό
ー
ʹ
ద
ਖ਼
ͳ
ର
Ձ
ͱ
ܟ
ҙ
Λ

̍
౎
̓
ݝ
̐
̍
̌
ਓ
͕
ࢀ
ू

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）は
９
月
12
日
、渋

谷
区
の
代
々
木
公
園
で「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
６
～
親
子
で
体
験
安
全
と
環
境
～
」を
開
催
し
た
。

前
日
か
ら
当
日
の
準
備
段
階
に
か
け
て
は
あ
い
に
く
の
空
模

様
と
な
っ
た
が
、本
部
・
支
部
、関
係
団
体
な
ど
業
界
の
思

い
が
一
つ
と
な
り
、天
候
は
回
復
。
会
場
に
は
家
族
連
れ
を

中
心
に
1
万
1
３
５
０
人
が
来
場
し
、ト
ラ
ッ
ク
と
触
れ
あ

う
場
と
な
っ
た（
̔
໘
ʹ
ಛ
ू
）。

リ
χ
ỿ
ー
Ξ
ϧ
Ͱ
ۀ
ք
ͷ
໾
ׂ
Ξ
ϐ
ー
ϧ

東ト協街頭活動統一実施日
鳥ノ海 運輸安全委 員 長が活動を視察

ୈ��ճ
ؔτڠ େձऀۀࣄ

秋の全国交通安全運動

౦τڠ

トラックフェスタ
ＴＯＫＹＯ２０２６
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東
京
運
༌
ࢧ
ہ
は

10
月
1
日
か
ら
、
૭

ޱ
の
ࠞ
雑
؇
和
お
よ

び
ड
付
の
ԁ
׈
化
を

図
る
た
め
、
՟
物
ܰ

自
動
車
運
ૹ
事
業
に

܎
る
ख
続
き
を
ઐ
༻

૭
）ޱ
Ԟ
側
）で
ड
け

付
け
る
。
ख
続
き
時

は
、
発
݊
機
の
整
理

番
߸
を
取
ಘ
す
る
。

な
お
、
一
般
՟
物

運
ૹ
事
業
に
つ
い
て

は
、ै
来
の
૭
）ޱ
֊

ஈ
側
）で
ड
付
を
行
う
。
ख

続
き
時
は
、紙
の
番
߸
）ࡳ
青

৭
）を
取
ಘ
す
る
。

関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は
９

月
10
日
、
Ἒ
城
ݝ
水
戸
市
の

水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
第
��

回
事
業
者
大
会
を
開
催
し

た
。ओ

催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
水
野
ޭ
会
長（
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
長
）は
、

関
東
１
都
̓
ݝ
の
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
で
ߏ
成
さ
れ
る
関
ト
ڠ

に
つ
い
て
、
１
ສ
３
０
０
０

者
を
௒
え
る
会
һ
と
約
34
ສ

台
の
ト
ラ
ッ
ク
を
༗
す
る
全

国
༗
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
૊
৫
で

あ
り
、
事
業
者
大
会
は
各
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
が
輪
番
で
ຖ
年

１
回
開
催
し
て
い
る
と
説
明

し
た（
写
真
ᶃ
）。

ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ
業
ք
は
、

ࡢ
年
６
月
に
公
෍
さ
れ
た

「
ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼
化
二
法
」

に
よ
り
、
大
き
な
転
׵
期
を

迎
え
て
い
る
。
今
年
̐
月
か

ら
は
、
ҕ
ୗ
次
数
の
制
ݶ
に

܎
る
౒
ྗ
ٛ
຿
や
、
違
法
な

ന
ト
ラ
ར
༻
に
ର
す
る
ՙ
ओ

な
ど
へ
の
ن
制
が
施
行
さ
れ

て
お
り
、
事
業
ڐ
Մ
の
ߋ
新

制
度
の
導
入
、
ద
ਖ਼
原
Ձ
を

下
回
る
運
௞
・
ྉ
ۚ
の
制
ݶ

に
つ
い
て
は
、
公
෍
後
３
年

以
内
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
と
ޠ
っ
た
。

ま
た
、
今
年
３
月
に
੓
෎

が
設
ཱ
し
た
、「
物
流
੓
策

ਪ
ਐ
会
ٞ
」
の
下
部
૊
৫
で

あ
る「
物
流
੓
策
ਪ
ਐ
関
܎

者
会
ٞ
」
や
、
国
౔
交
通
ল

が
ओ
催
す
る「
ద
ਖ਼
原
Ձ
の

設
定
に
޲
け
た
༗
ࣝ
者
ݕ
౼

会
」
の
第
１
回
会
合
が
̓
月

に
開
催
さ
れ
、
関
܎
行
੓
機

関
や
࢈
業
ք
の
代
表
者
に
よ

る
׆
発
な
ٞ
࿦
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
も
ݴ
ٴ
。
さ
ら

に
、
今
年
１
月
に
は
下
੥
法

を
大
෯
に
վ
ਖ਼
し
た
取
ద
法

（
੡
造
ҕ
ୗ
౳
に
܎
る
中
小

ड
ୗ
事
業
者
に
ର
す
る
代
ۚ

の
ࢧ
෷
の
஗
Ԇ
౳
の
防
ࢭ
に

関
す
る
法
཯
）、
̐
月
に
は

物
流
ޮ
཰
化
法
が
施
行
さ
れ

る
な
ど
、「
近
年
、物
流
関
連

法
令
の
վ
ਖ਼
・
成
ཱ
が
相
次

い
で
お
り
、
੓
・
׭
・
財
が

物
流
の
重
要
ੑ
を
強
く
認
ࣝ

し
て
い
る
こ
と
を
վ
め
て
実

感
し
て
い
る
」と
ड़
べ
た
。

一
方
で
、
ト
ラ
ッ
ク
が
関

༩
す
る
交
通
事
故
は
ґ
然
と

し
て
後
を
ઈ
た
ず
、
事
業
༻

自
動
車
が
第
一
当
事
者
と
な

る
死
๢
事
故
は
ຖ
年
約
２
０

０
件
、
ҿ
ञ
運
転
事
故
も
年

間
約
30
件
報
ࠂ
さ
れ
て
い
る

と
ࢦ
ఠ
。「
ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ

事
業
者
は
公
道
を
࢖
っ
て
事

業
を
Ӧ
ん
で
い
る
以
上
、
交

通
事
故
の
๾
໓
と
交
通
法
ن

の
遵
守
は
最
༏
ઌ
事
߲
で
あ

り
、
ࣾ
会
か
ら
બ
ば
れ
、
信

པ
さ
れ
る
༌
ૹ
機
関
で
あ
り

޲
に
あ
る
心
ଁ

࣬
ױ
や
೴
࣬
ױ

な
ど
の
݈
康
ى

Ҽ
事
故
防
ࢭ
に

޲
け
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
݈
康
管
理
を
徹
底
す
る

よ
う
ڠ
ྗ
を
ٻ
め
た
。

最
後
に
、
事
故
防
ࢭ
の
ほ

か
、
人
ࡐ
確
อ
や
࿑
ಇ
時
間

ن
制
へ
の
ର
Ԡ
な
ど
、
業
ք

が
௚
面
す
る
՝
題
は
多
ذ
に

わ
た
る
と
し
、「
関
ト
ڠ
と

し
て
会
һ
各
ࣾ
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
１
都
̓
ݝ
の
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
が
ۓ
ີ
に
情
報
交

׵
し
、
ޓ
い
に
஌
ܙ
を
出
し

合
っ
て
い
く
」
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
物

流
の
最
前
線
で
ಇ
く

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
が
、
そ
の
੹
຿
に

見
合
っ
た
ద
ਖ਼
な
ର

Ձ
と
ܟ
意
を
ಘ
ら
れ

る
ࣾ
会
の
実
現
に
޲

け
、
౒
ྗ
し
て
い
く

方
਑
を
示
し
た
。

大
会
で
は
、
開
催

ݝ
で
あ
る
Ἒ
城
ݝ
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
小
૔

๜
ٛ
会
長
が
ٞ
長
に

બ
出
さ
れ
、
ࢁ
㟒
ਖ਼

ઐ
຿
理
事（
東
ト
ڠ

ઐ
຿
理
事
）が
第
�8

回
大
会
の
内
容
と
ࡢ

年
度
の
要
๬
׆
動
・

݁
Ռ
に
つ
い
て
報

ࠂ
。「
物
流
の
２
０
２

い
く
必
要
ੑ
を
説
い
た（
写

真
ᶄ
ɾ
ߨ
ԋ
ͷ
༷
ࢠ
）。

そ
の
後
、「
ト
ラ
ッ
ク
関

連
法
令
へ
の
ର
Ԡ
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
ύ
ネ
ル
σ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ἀ
ン
が
行
わ

れ
、
水
野
会
長
、
関
東
運
༌

ہ
自
動
車
交
通
部
の
ࠤ
藤
௚

人
部
長
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
の
ࣉ
Ԭ
༸
一
会
長
が
ύ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
ొ
ஃ
。
大

ౡ
߂
明
教
त（
流
通
ܦ
ࡁ
大

ֶ
）が
ί
ー
σ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
຿
め
た（
写
真
ᶅ
ɾ
γ
ϯ

ϙ
δ
΢
Ϝ
ͷ
༷
ࢠ
）。

水
野
会
長
は
、「
ࢲ
の
ເ
・

理
想
は
、
ѱ
՟
が
ྑ
՟
を
ۦ

ஞ
し
な
い
物
流
業
ք
と
な
る

こ
と
。
も
う
ͻ
と
つ
は
、
ド

ް
生
࿑
ಇ
ল
は
10
月
１
日

か
ら
、
ύ
ー
ト
タ
イ
ム
・
༗

期
ޏ
༻
࿑
ಇ
者
の
待
۰
վ
ળ

を
ਐ
め
る
た
め
、「
同
一
࿑

ಇ
同
一
௞
ۚ
」
に
関
す
る
施

行
ن
ଇ
と
ࠂ
示
を
վ
ਖ਼
し
、

ル
ー
ル
を
ม
ߋ
す
る
。

今
回
の
վ
ਖ਼
で
は
、
ޏ
い

入
れ
時
の
࿑
ಇ
৚
件
明
示
事

߲
の
௥
Ճ（
施
行
ن
ଇ
）、同

一
࿑
ಇ
同
一
௞
ۚ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
վ
ਖ਼（
ࠂ
示
ޏ、（

༻
管
理
ࢦ
਑
の
վ
ਖ਼（
ࠂ
示
）

に
関
す
る
֮
書
」
の
締
݁
に

޲
け
て
४
備
を
ਐ
め
て
い
る

こ
と
が
報
ࠂ
さ
れ
た
。

大
会
に
は
来
ෂ
と
し
て
、

関
運
ہ
の
ᖒ
Ҫ
ढ़
ہ
長
、
Ἒ

城
࿑
ಇ
ہ
の
ࠤ
藤
ӻ
子
ہ

長
、
Ἒ
城
ݝ
ܯ
࡯
本
部
の
菊

地
੓
次
交
通
部
長
、
全
ト
ڠ

の
ࣉ
Ԭ
会
長
が
出
੮
し
、
ॕ

ࣙ
を
寄
せ
た（
写
真
ᶇ
ɾ
དྷ

ෂ
Ұ
ಉ
）。

大
会
終
ྃ
後
に
は
࠙
਌
会

が
開
催
さ
れ
、
大
Ҫ
川
和
඙

Ἒ
城
ݝ
஌
事
が
来
ෂ
と
し
て

あ
い
さ
つ
し
、
高
ڮ
靖
水
戸

市
長
が
ס
ഋ
の
発
੠
を
行
っ

た
。

が
実
施
さ
れ
る
。

事
業
者
は
、
情
報
ऩ
ू
と

プ
ラ
ッ
ト
フ
Ỽ
ー
ム（
̟
̥

̸
̭
）
代
表
取
締
役
会
長
の

෌
ࢁ
和
඙
ࢯ
が「
地
Ҭ
ܦ
ࡁ

を
ࢧ
え
る
ロ
ー
カ
ル
࢈
業

と
Τ
ッ
η
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
ະ
来
」
と
題
し
て
ߨ

演
。
運
転
者
ෆ
଍
へ
の
ର
Ԡ

と
し
て
௞
上
げ
を
実
現
す
る

に
は
、
付
Ճ
Ձ
஋
と
࿑
ಇ
生

࢈
ੑ
の
޲
上
が
ෆ
Մ
ܽ
で
あ

り
、Ձ
格
転
Շ
・
事
業
再
ฤ
・

交
ব
ྗ
の
強
化
・
業
຿
ޮ
཰

化
を
同
時
に
ਐ
め
る
必
要
が

あ
る
と
ࢦ
ఠ
し
た
。さ
ら
に
、

̖
̞
׆
༻
の
重
要
ੑ
を
示

し
、
事
業
者
の
౒
ྗ
だ
け
で

な
く
、
国
や
自
治
体
に
よ
る

ن
制
・
イ
ン
フ
ラ
౤
ࢿ
・
࢈

業
੓
策
を
一
体
的
に
ม
え
て

զ
々
ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ
事
業

者
は
、
国
ຽ
生
׆
を
ࢧ
え
る

公
ڞ
的
物
流
α
ー
ビ
ス
の
୲

い
ख
と
し
て
、
そ
の
重
要
な

࢖
໋
を
Ռ
た
す
べ
く
、
日
夜

ݒ
໋
に
౒
ྗ
し
て
お
り
、
交

通
安
全
ର
策
や
؀
ڥ
อ
全
に

も
ੵ
ۃ
的
に
取
り
૊
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ト
ラ

ッ
ク
運
ૹ
業
ք
を
取
り
ר
く

ܦ
Ӧ
؀
ڥ
は
、
長
時
間
࿑
ಇ

に
ର
す
る
ن
制
の
強
化
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ਂ

ࠁ
化
が
ਐ
む
ド
ラ
イ
バ
ー

ෆ
଍
や
、
೩
ྉ
を
は
じ
め
と

し
た
ࢿ
機
ࡐ
Ձ
格
の
高
ಅ
な

ど
、
ॾ
՝
題
が
ࢁ
ੵ
し
て
い

る
。こ

う
し
た
中
、
զ
々
は
、

ক
来
に
޲
け
安
定
し
た
༌
ૹ

α
ー
ビ
ス
を
ఏ
ڙ
し
ࣾ
会
の

ෛ
ୗ
に
Ԡ
え
る
た
め
に
も
、

੓
෎
が
ਪ
ਐ
す
る
ಇ
き
方
վ

ֵ
を
好
機
と
ଊ
え
、
今
こ
そ

ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ
業
ք
の
࿑
ಇ

؀
ڥ
の
վ
ળ
に
取
り
૊
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
༌
ૹ
の
原
点
で

あ
る「
安
全
・
確
実
」
を
第

一
ٛ
と
し
て
、
՟
物
༌
ૹ
の

安
全
確
อ
に
޲
け
、
自
ら
が

ロ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

自
֮
の
下
、
事
故
防
ࢭ
へ
の

ܾ
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

զ
々
、
ീ
都
ݝ
の
ト
ラ
ッ

ク
運
ૹ
事
業
者
は
、
今
後
と

も
関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

の
下
、
ྗ
を
合
わ
せ
、
ࢁ

ੵ
す
る
ॾ
՝
題
の
解
ܾ

に
ӳ
஌
を
ू
݁
し
、「
安
全
・

安
心
」
で
؀
ڥ
に
༏
し
い
༌

ૹ
に
౒
め
、「
ト
ラ
ッ
ク
は

生く
ら
し׆
と
ܦ
ࡁ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
」
と
し
て
の
役
ׂ
を
Ռ
た

し
て
行
く
こ
と
を
こ
こ
に
એ

ݴ
す
る
。

ࣾ
内
点
ݕ
、
ब
業
ن
ଇ
や
௞

ۚ
体
ܥ
の
見
௚
し
な
ど
の
ର

̐
年
໰
題
」
ର
策
の

確
実
な
実
施
に
޲
け

て
、
ト
ラ
ッ
ク
・
物

流
̜
メ
ン
へ
の
վ
૊

を
は
じ
め
、
体
制
強

化
に
よ
っ
て
ՙ
ओ
・

元
੥
へ
の
ಇ
き
か
け

が
数
多
く
行
わ
れ
た

と
説
明
し
た
。

続
い
て
、
記
念
ߨ

演
で
は
、
日
本
ڞ
૑

続
け
る
た
め
に
も
、

今
般
の
法
վ
ਖ਼
を
ܖ

機
と
し
て
、
ۗ
を
ਖ਼

す
必
要
が
あ
る
」
と

強
ௐ
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
日
々

の
事
故
防
ࢭ
ର
策
に

Ճ
え
、
近
年
増
Ճ
܏

ラ
イ
バ
ー
が
自
分
の
職
छ
に

ތ
り
を
࣋
っ
て
ಇ
け
る
業
ք

に
な
る
こ
と
。
そ
う
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
２
０
３
０
年
に
期

待
し
た
い
」と
ޠ
っ
た
。

大
会
後
൒
で
は
、
Ἒ
ト
ڠ

青
年
部
会
の
ࠤ
藤
武
ࢤ
部
会

長
が
大
会
એ
）ݴ
ผ
ܝ
ࢀ
র
）

を
ಡ
み
上
げ
、
満
場
の
ഥ
ख

で
࠾
୒
さ
れ
た
。

来
年
度
の
第
�0
回
事
業
者

大
会
は
９
月
８
日
、
ઍ
代
ా

区
内
޾
ொ
の
ఇ
国
ホ
テ
ル
東

京
で
開
催
予
定
。
水
野
東
ト

ڠ
会
長
が
׻
迎
の
ݴ
葉
と
と

も
に
ࢀ、
Ճ
を
呼
び
か
け
た
。

ٞ
事
終
ྃ
後
に
は
ޭ
࿑
者

表
জ
が
行
わ
れ
、
前
回
大
会

以
降
に
ୀ
೚
し
た
関
ト
ڠ
෭

会
長
・
常
೚
理
事
９
ࢯ
の
う

ち
出
੮
の
３
ࢯ
に
感
ँ
状
を

贈
ఄ
。
水
野
会
長
か
ら
、
஛

内
੓
࢘
前
෭
会
長（
東
ト
ڠ

前
෭
会
長
）に
感
ँ
状
が
ख

౉
さ
れ
た（
写
真
ᶆ
ɾ
ਫ
໺

ձ
௕
͔
Β
ײ
ँ
ঢ়
Λ
ड
ྖ
͠

ͨ
஛
಺
લ
෭
ձ
௕
᷁
）。

ま
た
、
東
ト
ڠ
文
京
ࢧ
部

と
Ἒ
ト
ڠ
水
戸
ࢧ
部
が
、「
災

害
時
౳
に
お
け
る
相
ޓ
連
ܞ

Ԡ
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、

ಇ
き
方
վ
ֵ
ਪ
ਐ
ࢧ
ԉ
η
ン

タ
ー
で
は
、
ಇ
き
方
վ
ֵ
全

般
に
関
す
る
相
ஊ
に
、
ࣾ
会

อ
ݥ
࿑
຿
࢜
な
ど
の
ઐ
໳
家

が
無
ྉ
で
Ԡ
じ
て
い
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
ް
࿑
ল
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
同
一
࿑
ಇ
同
一
௞

ۚ
特
ू
ペ
ー
ジ
」を
ࢀ
照
。

ᶇ̝

ᶃ̝

ᶅ̝

ᶄ̝

ᶆ̝

վળͷऔΓ૊Έ΁ڥքͷ࿑ಇ؀ۀ

༌ૹ୲౰૭ޱӡ༻มߋͷ͓஌Βͤ౦ӡہࢧ

ਫ
໺
ձ
௕

େ
ձ
એ
ݴ

10
݄
1
೔
͔
Β

ớ
̍
໘
͔
Β
ଓ
͘
Ờ

第
��
回

ؔ
τ
ڠ

ࣄ
ۀ
ऀ
େ
ձ

ް
࿑
ল

ಉ
Ұ
࿑
ಇ
ಉ
Ұ
௞
ۚ
΁
ϧ
ー
ϧ
Λ
ม
ߋ

ɹؔ౦τϥοΫڠձ͸͜ͷͨͼɺ྘φϯόʔͷτ
ϥοΫ༌ૹͷࣾձత໾ׂΛ͘޿प஌͢ΔͨΊɺς
ϨϏ౦ژʹ͓͍ͯςϨϏ̢̘Λ์ө͢Δɻ์ૹ࿮
͸10݄̑೔ʙ 11೔·Ͱʢશ14ճʣɻ
ɹ10݄̕೔ͷτϥοΫͷ೔ʹ͸ɺḥ̴ ͆͂ Ϟʔχϯ
άαςϥΠτʱ͔ Β࢝·Γɺhனαςʱh Ώ͏͕ͨα
ςϥΠτʱh ΨΠΞͷ໷໌͚ʱh ϫʔϧυϏδωεα
ςϥΠτ ·ɦͰूதతʹ์өɻhੈͷத͓ۚͰͯݟ
ΈΑ͏ ʢɦ̒೔ʣɺhΞϯύϥϨϧυʙχοϙϯൃɺੈ
ք΁ʙʢɦ̓೔ʣɺhΧϯϒϦΞ఼ٶʢɦ̔೔ʣͳͲɺਓ
൪૊ͷ࿮ʹ΋์ө͞ΕΔɻؾ
ɹ̢̘͸ɺશ೔ຊτϥοΫڠձ͕ྩ࿨̒೥౓ʹ੍
Λϕʔεʹɺʮ10݄̕೔͸τϥοࡐૉͨ͠࡞
Ϋͷ೔ʯΛΞϐʔϧ͠ɺؔ τڠͱ̍ ౎̓ݝτ
ϥοΫڠձͷςϩοϓΛྲྀ͢ɻ
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国
౔
交
通
ল
の
ඪ
४
的
運

௞
に
܎
る
実
ଶ
ௐ
（ࠪ
３
月

実
施
）
݁
Ռ
に
よ
る
と
、
ՙ

ओ
な
ど
に
ର
し
、
ඪ
४
的
運

௞
や
そ
れ
を
ߟ
ྀ
し
た
自
ࣾ

運
௞
を
ఏ
示
し
て
交
ব
を
行

っ
た
事
業
者
は
、
全
体
の
約

９
ׂ
に
上
る
。
人
件
අ
な
ど

運
ૹ
ί
ス
ト
の
増
Ճ
が
続
く

中
で
、
多
く
の
事
業
者
が
交

ব
に
動
い
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
の
݁
Ռ
、
交
ব
し
た
事

業
者
の
う
ち
、
ر
๬
ֹ
ऩ
ड

が
約
45
ˋ
で
、
一
部
ऩ
ड
を

合
わ
せ
る
と
約
�8
ˋ
（
全
体

の
約
�0
ˋ
）が
஋
上
げ
を
実

現
し
た
と
い
う
。
こ
の
݁
Ռ

を
み
る
ݶ
り
、
ऩ
ड
状
گ
は

好
転
し
て
い
る
よ
う
だ
。
た

だ
、
１
運
行
当
た
り
の
஋
上

げ
෯
を
み
る
と
、
相
ର
的
に

小
෯
な
状
گ
で
、
１
Ỗ
５
ˋ

水
४
と
芳
し
く
な
い
。た
だ
、

ن
໛
別
に
み
る
と
、少
し
様

相
は
異
な
る
。
大
ن
໛
事
業

者
の
ܠ
گ
は
̐
Ỗ
６
月
期
に

վ
ળ
し
プ
ラ
ス
に
浮
上
。
̓

Ỗ
９
月
期
は
ѱ
化
す
る
が
、

プ
ラ
ス
水
४
を
維
࣋
す
る
見

通
し
。こ
れ
に
ର
し
、中
・
小

ن
໛
は
マ
イ
ナ
ス
水
४
に
མ

ち
ࠐ
ん
だ
ま
ま
で
、
今
後
さ

ら
に
ѱ
化
す
る
見
通
し
。
ܠ

گ
は
二
ۃ
化
の
様
相
に
あ
る
。

運
௞
の
ऩ
ड
状
گ
だ
け
が

要
Ҽ
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

中
・
小
ن
໛
で
は
ί
ス
ト
増

の
転
Շ
状
گ
が
思
わ
し
く
な

く
、
そ
の
影
響
が
大
き
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
ՙ
ओ
・
元

੥
事
業
者
は
こ
う
し
た
実
ଶ

に
໨
を
޲
け
、
༌
ૹ
ྗ
の
維

・࣋確
อ
の
観
点
に
ཱ
て
ば
、

今
後
の
転
Շ
ର
Ԡ
に
つ
い
て

再
ݕ
౼
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

（
ϥ
Π
λ
ồ

ࢁ
্
ୡ
ࡾ
）

が
約
34
ˋ
と
最
も
多
い
。
ま

た
、
10
ˋ
以
下
が
合
ܭ
で
約

�3
ˋ
を
઎
め
る
。

ඪ
४
的
運
௞
は
実
勢
運
௞

よ
り
高
め
な
水
४
で
、
多
く

の
事
業
者
が
そ
の
か
い
཭
を

ࢦ
ఠ
し
て
い
る
が
、
交
ব
に

あ
た
っ
て
、
ඪ
४
的
運
௞
に

४
ڌ
す
る
と
஋
上
げ
෯
が
大

き
く
、
൓
発
を
ड
け
か
Ͷ
な

い
た
め
、
஋
上
げ
෯
を
߇
え

め
に
せ
ざ
る
を
ಘ
な
い
と
こ

ろ
も
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

ଞ
方
、
ՙ
ओ
ا
業
を
ର
৅
と

し
た
ௐ
ࠪ
で
は
ど
の
よ
う
な

状
گ
か
。

Ｎ
̭
૯
合
ݚ
ڀ
所
の「
物

流
の
２
０
２
̐
年
໰
題
」
に

関
す
る
௥
Ճ
ௐ
（ࠪ
６
月
時

点
）に
よ
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク

運
௞
の
上
昇
཰
は
10
ˋ
ະ
満

が
全
体
の
８
ׂ
強
を
઎
め

と
１
ׂ
に
満
た
な
い
。

さ
ら
に
、
上
昇
状
گ
の
ࢦ

ඪ
と
し
て
、
日
ۜ
が
発
表
し

た
ا
業
޲
け
α
ー
ビ
ス
Ձ
格

ࢦ
数（
２
０
２
０
年
ʗ
令
和

２
年
を
ج
४
に
１
０
０
と
し

た
ࢦ
数
）を
み
る
と
、
̓
月

（
଎
報
）の
道
路
՟
物
༌
ૹ

（
ト
ラ
ッ
ク
༌
ૹ
）は
１
１

２
・
９（
前
年
同
月
ൺ
̐
・

５
ˋ
上
昇
）と
な
っ
て
い
る
。

物
流
関
܎
で
は
、
ト
ラ
ッ

ク
の
ࢦ
数
は
૔
ݿ
や
మ
道
՟

物
༌
ૹ
よ
り
高
い
が
、
内
ߤ

՟
物
༌
ૹ
の
１
３
８
・
８
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。
特

に
、
上
昇
が
໨
ཱ
つ
の
は
外

ߤ
՟
物
༌
ૹ
で
、
中
東
情
勢

の
影
響
な
ど
も
あ
っ
て
２
５

９
・
５
に
急
ಅ
し
て
い
る
。

一
方
、
ا
業
物
Ձ
ࢦ
数
を

み
る
と
、̓
月
は
全
体
平
ۉ

で
１
３
５
・
８（
前
年
同
月

ൺ
̓
・
２
ˋ
上
昇
）と
、
ج

४
の
令
和
２
年
水
४
よ
り
３

ׂ
以
上
も
上
昇
し
て
い
る
。

こ
の
ࢦ
ඪ
を
み
る
ݶ
り
、

ト
ラ
ッ
ク
運
௞
は
全
体
の
動

޲
に
ൺ
べ
、
そ
れ
ほ
ど
上
が

っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
そ
の
上
昇
཰
を
大
き

く
上
回
る
ί
ス
ト
増
に
௚
面

し
て
い
る
。
な
お
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
ܦ
Ӧ
分
ੳ

報
ࠂ
書（
令
和
６
年
度
ܾ
ࢉ

൛
）に
よ
れ
ば
、
運
ૹ
අ
は

前
年
度
ൺ
８
・
１
ˋ
増
だ
。

も
っ
と
も
、
業
ք
大
ख
な

ど
の
業
੷
動
޲
を
み
る
と
、

運
௞
の
վ
定
ޮ
Ռ
も
あ
り
、

今
期
ܾ
ࢉ
見
通
し
は
お
お
む

Ͷ
増
ऩ
増
ӹ
の
よ
う
だ
。
そ

う
し
た
中
で
気
に
な
る
の

は
、
下
੥
が
多
い
中
・
小
ن

໛
事
業
者
の
運
௞
ऩ
ड
の
動

޲
だ
。

全
ト
ڠ
の
ܠ
گ
感
ௐ
ࠪ
に

よ
る
と
、
̐
Ỗ
６
月
期
の
ܠ

گ
感
は
わ
ず
か
な
が
ら
࣋
ち

௚
し
た
が
、ґ
然
、マ
イ
ナ
ス

る
。
そ
の
内
༁
は
、
上
昇
཰

３
Ỗ
５
ˋ
ະ
満
が
43
・
１
ˋ

と
最
も
多
く
、
次
い
で
５
Ỗ

10
ˋ
ະ
満
が
40
・
６
ˋ
。
10

ˋ
以
上
の
上
昇
は
８
・
̓
ˋ

ӡ
௞
ަ
ব
ͱ
ऩ
ड
の
ಈ
޲

依然「交渉はすれど」の状況も
コスト増に値上げ追いつかず

東
京
し
ご
と
財
ஂ

は
、
都
内
中
小
ا
業

な
ど
を
ର
৅
と
し
た

令
和
８
年
度「
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト（
カ
ス
ハ
ラ
）
防

ࢭ
ର
策
ਪ
ਐ
事
業
ا

業
޲
け
঑
ྭ
ۚ
」
の

第
２
回
ื
ू
を
開
࢝

す
る
。
カ
ス
ハ
ラ
ର

策
の
ଅ
ਐ
と
、
ಇ
き

や
す
い
職
場
؀
ڥ
の

整
備
を
໨
的
と
し
た

も
の
。
ࢧ
څ
ֹ
は
一

཯
40
ສ
ԁ
。
同
事
業

の
ื
ू
は
今
回
で
終

ྃ
と
な
る
。

ۈ
࿑
者
ୀ
職
ۚ
ڞ

ࡁ
機
ߏ
は
、
国
が
一

部
ॿ
成
し
て
い
る
中

小
ا
業
ୀ
職
ۚ
ڞ
ࡁ

（
中
ୀ
ڞ
）
制
度
へ

の
Ճ
入
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

同
制
度
は
、
中
小

ا
業
の
事
業
ओ
が
ै

業
һ
の
ୀ
職
ۚ
を
ܭ
画
的
に

४
備
で
き
る
も
の
で
、
国
が

ֻ
ۚ
の
一
部
ॿ
成（
一
部
ର

৅
外
あ
り
）を
行
っ
て
い
る
。

ֻ
ۚ
は
全
ֹ
ඇ
՝
੫
で
、
ख

数
ྉ
も
か
か
ら
な

い
。家
଒
ै
業
һ
や
、

ύ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
も
Ճ
入
で

き
る
。

ັ
ྗ
あ
る
ا
業
づ
く
り

や
、
ै
業
һ
の
࢓
事
へ
の
意

ཉ
ৢ
成
な
ど
に
も
ࢿ
す
る
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
機

ߏ
で
は
中
小
ا
業
事
業
ओ
の

׆
༻
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
中
ୀ
ڞ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ࢀ
照
。

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
中
小

ا
業
ୀ
職
ۚ
ڞ
ࡁ
事
業
本
部

（
ὸ
03
・
６
９
０
̓
・
１
２

３
̐
）

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
京

し
ご
と
財
ஂ
ا
業
ࢧ
ԉ
部
ا

業
ࢧ
ԉ
՝
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
ࢭ
ର
策
ਪ
ਐ
事

こ
と
か
ら
、
乗
຿
前
点
呼
に

お
け
る
݂
ѹ
ଌ
定
に
׆
༻
で

き
る
、
高
機
ೳ
な
݂
ѹ
ܭ
の

ී
ٴ
を
図
る
た
め
、
අ
༻
の

一
部
を
ॿ
成
す
る
も
の
。

ॿ
成
事
業
の
実
施
要
ྖ

は
、次
の
通
り
。

ở
申
੥
受
෇
期
ݶ
Ỡ

９
年
１
月
2�
日（
予
ࢉ
ֹ

に
ୡ
し
次
第
、ड
付
終
ྃ
）

ở
ॿ
੒
ֹ
Ỡ

１
台
に
つ
き
上
ݶ
５
ສ
ԁ

と
し
、取
ಘ
Ձ
格（
੫
ൈ
き
）

の
２
分
の
１
ま
で

50
音
ॱ
）

ৄ
ࡉ
は
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
Ｈ
̥
）を
ࢀ
照

ở
ॿ
੒
ର
৅
Ỡ

東
ト
ڠ
会
һ
の
中
小
ا
業

者（
ࢿ
本
ۚ
ま
た
は
出
ࢿ
૯

ֹ
が
３
ԯ
ԁ
以
下
、
ま
た
は

常
時
࢖
༻
す
る
ै
業
һ
の
数

が
３
０
０
人
以
下
）

ਃ
੥
書
ྨ
や
ਃ
੥
方
法
な

ど
ৄ
ࡉ
に
つ
い
て
は
、
東
ト

ڠ
Ｈ
̥
ࢀ
照（
書
ྨ
様
式
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
Մ
ೳ
）。

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
̓
）

ở
ର
৅
ػ
ث
Ỡ

Τ
ー
・
ア
ン

ド
・
σ
イ
ʗ
全
自
動
݂
ѹ
ܭ

਍
೭
ॿ
̨
̻
̸
̼
˜
オ
ム
ロ

ン
ϔ
ル
ス
έ
ア
ʗ
自
動
݂
ѹ

ܭ
݈
ଠ
࿠
˜
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー

έ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ύ
ン
ʗ
全

自
動
݂
ѹ
ܭ
˜
ス

ζ
έ
ン
ʗ
全
自
動

݂
ѹ
ܭ
˜
タ
ニ
タ

ʗ
全
自
動
݂
ѹ
ܭ

˜
౦
ւ
ి
ࢠ
ʗ
શ

ࣗ
ಈ
݂
ѹ
ܭ
˞
௥

Ճ（
９
月
14
日
現

在
の
全
ト
ڠ
認
定

機
器
・
メ
ー
カ
ー

ର
৅
は
、
都
内
で
ܧ
続
的

に
１
年
以
上
事
業
を
Ӧ
む
、

常
時
ޏ
༻
す
る
ै
業
һ
が
３

０
０
人
以
下
の
中
小
ا
業
౳

中
小
ا
業
庁
と
公
ਖ਼
取
Ҿ

ҕ
һ
会
は
９
月
１
日
、
関
܎

事
業
者
ஂ
体
に
ର
し
て
、
事

業
؀
ڥ
部
長
・
׭
๪
৹
ٞ
׭

の
連
名
で
、「
約
ଋ
ख
形
の

ར
༻
ഇ
ࢭ
を
踏
ま
え
た
α
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
ࢧ

෷
の
ద
ਖ਼
化
に
つ
い
て
」
の

文
書
を
発
出
し
、
ࡿ
下
の
会

һ
事
業
者
に
約
ଋ
ख
形
の
ར

༻
ഇ
ࢭ
を
踏
ま
え
た
α
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
ࢧ
෷

い
の
ద
ਖ਼
化
を
図
る
た
め
、

次
の
߲
໨
を
周
஌
す
る
よ
う

要
੥
し
た
。

１
⁒
令
和
８
年
１
月
１
日

施
行
の
取
ద
法（
中
小
ड
ୗ

お
よ
び
ݸ
人
事
業
ओ
な
ど
。

̓
年
̐
月
１
日
以
降
事
前
Τ

ン
ト
リ
ー
ま
で
に
、
カ
ス
ハ

ラ
ର
策
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
ま
た
は
վ
定
し
、

そ
の
ج
本
方
਑
を
ࣾ
内
外
へ

周
஌
を
行
う
と
と
も
に
、
ᶃ

録
音
・
録
画
؀
ڥ
の
整
備
、

ᶄ
̖
̞
を
׆
༻
し
た
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
導
入
、
ᶅ
外
部
人

ࡐ
の
׆
༻
―
―
の
い
ず
れ
か

一
つ
の
実
ફ
的
な
取
り
૊
み

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
要

件
と
な
る
。

ਃ
੥
は
事
前
Τ
ン
ト
リ
ー

制（
事
前
Τ
ン
ト
リ
ー
ઐ
༻

α
イ
ト
で
行
う
）で
、
ड
付

期
間
は
10
月
23
日
ޕ
前
10
時

か
ら
11
月
６
日
ޕ
後
５
時
ま

で
。
ื
ू
件
数
は
５
０
０
０

件
で
、
ड
付
期
間
中
は
い
つ

取
Ҿ
ద
ਖ਼
化
法
）に
よ
り
、

取
ద
法
の
ର
৅
と
な
る
取
Ҿ

に
つ
い
て
ख
形
෷
い
が
ې
ࢭ

さ
れ
、
ま
た
電
子
記
録
࠴
権

や
一
ׅ
ܾ
ࡁ
方
式
な
ど
も
、

ࢧ
෷
期
日（
�0
日
以
内
）ま

で
に
代
ۚ
の
満
ֹ
を
ड
け
取

れ
な
い
࢓
૊
み
は
ې
ࢭ
さ
れ

て
い
る
こ
と
。

２
⁒
９
年
̐
月
１
日
か
ら

ಠ
઎
ې
ࢭ
法
上
の「
ࢧ
෷
ࠂ

示
」（
੡
造
ҕ
ୗ
౳
に
܎
る
代

ۚ
の
ࢧ
෷
に
関
す
る
特
定
の

ෆ
公
ਖ਼
な
取
Ҿ
方
法
）が
施

行
さ
れ
、
取
ద
法
の
ର
৅
外

と
な
る
取
Ҿ
に
つ
い
て
も
、

原
ଇ
と
し
て
役
຿
ఏ
ڙ
か
ら

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
は
９
月
1�

日
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
ڠ
会
の
取
次

事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
る
令
和
８

年
度「
݂
ѹ
ܭ
導
入
ଅ
ਐ
ॿ

成
事
業
」
に
つ
い
て
、
ॿ
成

ର
৅
機
器
を
一
部
௥
Ճ
し
た
。

過
࿑
死
や
݈
康
ى
Ҽ
事
故

の
原
Ҽ
と
な
る
೴
・
心
ଁ
࣬

ױ
は
、
高
݂
ѹ
が
要
Ҽ
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
予
防
と
し

て
݂
ѹ
ଌ
定
が
重
要
で
あ
る

で
も
Τ
ン
ト
リ
ー
で
き
、
ઌ

ண
ॱ
で
は
な
い
。
Ԡ
ื
多
数

の
場
合
は
ந
બ
を
行
う
。
な

お
、
第
１
回
ื
ू
で
事
前
Τ

ン
ト
リ
ー
し
、
ந
બ
の
݁
Ռ

མ
બ
と
な
っ
た
事
業
者
に

は
、
別
్
、
ਃ
੥
方
法
を
案

内
す
る
。

事
前
Τ
ン
ト
リ
ー
通
過
ا

業
に
は
、
別
్
ࢧ
څ
ਃ
੥
༻

̪
̧
̡
が
通
஌
さ
れ
、
ਃ
੥

期
間
内
に「
̟
グ
ラ
ン
ツ
」

か
ら
ࢧ
څ
ਃ
੥
を
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、「
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
ࢭ
ର
策
ਪ

ਐ
事
業
ا
業
޲
け
঑
ྭ
ۚ
」

の
特
設
α
イ
ト
を
ࢀ
照
。

�0
日
以
内
に
ࢧ
෷
う
こ
と
が

ٻ
め
ら
れ
る
こ
と
。

３
⁒
取
ద
法
お
よ
び
ࢧ
෷

ࠂ
示
の
ର
৅
外
の
取
Ҿ
に
つ

い
て
も
、
ࢧ
෷
い
α
イ
ト
を

�0
日
以
内
に
୹
ॖ
し
、
で
き

る
ݶ
り
現
ۚ
෷
い
に
す
る
こ

と
。̐

⁒
電
子
交
׵
所
に
お
け

る
ख
形
・
小
切
ख
の
交
׵
が

９
年
３
月
31
日
に
ഇ
ࢭ
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ҕ
ୗ
事

業
者
・
ड
ୗ
事
業
者
間
で
ڠ

ٞ
し
、
電
子
的
ܾ
ࡁ
α
ー
ビ

ス
へ
の
Ҡ
行
な
ど
の
ର
Ԡ
を

ਐ
め
る
こ
と
。

業
ا
業
޲
け
঑
ྭ
ۚ
事
຿
ہ

（
ὸ
03
・
̐
̐
̐
６
・
̐
６

２
１
）
˞
平
日
ޕ
前
９
時
Ỗ

ޕ
後
５
時

ख
ܗ
ഇ
ࢭ

౿
·
͑

α
ϓ
ラ
Π
ν
ỻ
ー
ン

શ
ମ
Ͱ
ͷ
ࢧ
෷
ͷ
ద
ਖ਼
Խ
Λ

தاி
ެऔҕ

த
ୀ
ڞ
੍
౓
ͷ
׆
༻
Λ

౦͝͠ژͱ
ࡒ ஂ Χεϋϥ๷ࢭରࡦਪਐۀࣄ

国が退職金サポート

݂
ѹ
ܭ
ಋ
ೖ
ଅ
ਐ
ॿ
੒

東
τ
ڠ

̔
೥
౓

શ
τ
ڠ
औ
࣍

10
ʗ
��
͔
Β

ୈ
２
ճ
ਃ
੥
ड
෇

対৅ثػΛ௥Ճ

ສԁ̑ݶ্
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ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
̥
ａ
ｎ
̳
ａ

̡
̸
ｎ

̴
ג
式
会
ࣾ
ử
ઍ
葉
ݝ
ધ
ڮ

市
西
Ӝ
２
の
14
の
１
１
̛

˜
ὸ
０
５
０
・
５
̐
９
１
・

３
２
６
９
˜
一
般
՟
物
運
ૹ

（
ී
通
車
９
台
、
被
け
ん
Ҿ

車
20
台
、け
ん
Ҿ
車
̓
台
）

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
༗
ݶ
会
ࣾ
イ
ナ
ギ
生
ί

ン
ử
ௐ
෍
市
小
ౡ
ொ
１
の
20

の
６
˜
ὸ
０
̐
２・̐
８
３・

̐
̐
２
５
˜
一
般
՟
物
運
ૹ

（
ී
通
車
６
台
）

̍
೔

۝
都
ݝ
市
合
同
防
災

܇
࿅（
さ
い
た
ま
市
）

̎
೔

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
̠
̮
Ｏ
２
０
２
６
役

職
һ
説
明
会
˜
同
ࢧ
部
説

明
会
˜
同
実
行
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
会
ٞ

̏
೔

都
ٞ
会
へ
の
要
๬
׆

動
˜
ҿ
ञ
運
転
ࠜ
ઈ
η
ミ

ナ
ー

̐
೔

Ҿ
ӽ
ઐ
໳
部
会
ݚ
म

会
̔
೔

ঁ
ੑ
部
ਖ਼
෭
本
部
長

̎
೔
 

10
時
ử
Ҿ
ӽ
ઐ
໳

部
会
Ҿ
ӽ
ج
本
ߨ
श（
東

ト
૯
合
会
館
）

̒
೔
 

15
時
ử
ロ
ジ
ݚ
ਖ਼

෭
本
部
長
会
（ٞ
東
ト
૯

合
会
館
）
˝
1�
時
ử
同
本

部
連
བྷ
会
意
見
交
׵
会

ừ
̕
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

ừ
ø÷
݄
̍
Ỗ
��
೔
Ử

会
ٞ
˜
同
業
຿
ҕ
һ
会
˜

同
ݚ
म
ҕ
һ
会
˜
同
૯
຿

ҕ
һ
会
˜
同
װ
事
会
˜
同

交
通
安
全
ݚ
म
会
˜
運
༌

安
全
ҕ
һ
会

̕
೔

మ
߯
ઐ
໳
部
会
役
һ

会
ø÷
೔

関
東
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

事
業
者
大
会
˜
海
上
ί
ン

テ
ナ
ઐ
໳
部
会
業
຿
ҕ
һ

会
øù
೔

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
̠
̮
Ｏ
２
０
２
６

（
代
々
木
公
園
）

øû
೔

૯
຿
ҕ
һ
会

øü
೔

ܦ
Ӧ
教
ҭ
ҕ
һ
会
˜

ਖ਼
෭
会
長
会

（
同
）
˝
18
時
ử
同
࠙
਌

会（
̠
Ｏ
̠
Ｏ
ホ
テ
ル
新

宿
四
୩
）

øü
೔
 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運

ૹ
事
業
者
大
会（
;
く
や

ま
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
ほ

か
）̋
東
京
都
・
三
୐
ଜ
・

御
蔵
ౡ
ଜ
合
同
૯
合
防
災

܇
࿅（
三
୐
ଜ
ほ
か
）
˝

۝
都
ݝ
市
合
同
防
災
܇
࿅

（
ਆ
ಸ
川
ݝ
）

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

８
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 138.9 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 133.2 円
☆元売り発行カード  平 均 = 143.9 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 141.0 円

東
ト
ڠ
は
、

令
和
８
年
度

「
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
初
೚
運

転
者
特
別
ߨ

श
」に
つ
い
て
、

10
月
13
日
ड
ߨ

分
か
ら
日
ఔ
の

બ
୒
方
法
を
一

部
ม
ߋ
し
、
ड

ߨ
機
会
の
確
อ

と
ར
ศ
ੑ
の
޲

上
を
図
る
。

こ
れ
ま
で
、

３
日
間
ί
ー
ス

は
月
・
火
・
水

༵
日
の
連
続
ड
ߨ
、
２
日
間

ί
ー
ス
は
木
・
ۚ
༵
日
の
連

続
ड
ߨ
を
原
ଇ
と
し
て
い
た

が
、
ߨ
ٛ
内
容
の
ඪ
४
化
・

平
४
化
を
ݕ
౼
し
た
݁
Ռ
、

日
ఔ
が
連
続
し
て
い
な
く
て

も
Մ
ೳ
と
し
、
ि
・
月
を
ま

た
い
だ
日
ఔ
で
の
ड
ߨ
を
Մ

ೳ
と
し
た
。
ま
た
、
２
・
３

み
は
、
東
ト
ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
Ｈ
̥
）同
ߨ
श
会「
開
催

案
内
」か
ら
の
事
前
予
約
制
。

締
め
切
り
は
ड
ߨ
日
の
１
ि

間
前
の
月
༵
日
ま
で
。
ड
ߨ

ྉ
は
無
ྉ（
通
信
අ
な
ど
は

各
自
ෛ
୲
）。

ߨ
श
の
教
ҭ
実
施
記
録
฽

は
、
̚
ラ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者

か
ら
フ
Ỽ
ー
マ
ッ
ト
が
配
信

さ
れ
る
。
会
һ
管
理
者
は
内

容
を
確
認
・
ݕ
ҹ
の
上
、
運

転
者
台
ா
に
ड
ߨ
年
月
日
を

記
載
し
、３
年
間
อ
存
す
る

必
要
が
あ
る
。
な
お
、
実
車

を
༻
い
た
日
常
点
ݕ
や
車

高
・
ࢹ
野
・
死
角
・
内
輪
ࠩ
、

制
動
ڑ
཭
、
ト
ラ
ッ
ク
の
ߏ

造
特
ੑ
、
՟
物
の
ੵ
載
・
固

റ
方
法
に
関
す
る
ࢦ
導
に
Ճ

え
、
20
時
間
以
上
の
ఴ
乗
ࢦ

導
は
別
్
実
施
す
る
こ
と
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
ト
ڠ
Ｈ
̥
を

ࢀ
照
。

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

日
間
ί
ー
ス
と
も
、
最
初
に

初
日
の
ߨ
ٛ
を
ड
ߨ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、３
日
間

ί
ー
ス
で
は
、
残
り
２
日
間

の
ड
ߨ
ॱ
ং
も
自
由
に
બ
୒

で
き
る
。

ड
ߨ
ର
৅
者
は
、
都
内
の

会
һ
事
業
所
に
所
ଐ
す
る
初

೚
運
転
者
。
た
だ
し
、
過
去

３
年
間
に
ଞ
の
一
般
՟
物
自

動
車
運
ૹ
事
業
者
な
ど
で
、

運
転
者
と
し
て
ै
事
し
た
ܦ

験
が
あ
る
者
を
আ
く
。

開
催
は
月
６
Ỗ
８
回
ఔ
度

で
、
２
日
間
ί
ー
ス（
ޕ
前

９
時
Ỗ
ޕ
後
６
時
）と
３
日

間
ί
ー
ス（
ޕ
前
９
時
30
分

Ỗ
ޕ
後
̐
時
）を
設
定
。
い

ず
れ
も
ॕ
日
を
আ
い
て
実
施

し
、
ன
休
憩
�0
分
の
ほ
か
、

30
分
の
休
憩
を
ؚ
む
。
３
日

間
ί
ー
ス
で
は
、
ر
๬
者
に

ର
し「
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ

タ
ー
特
別
教
ҭ
」（
ޕ
後
̐
時

10
分
Ỗ
５
時
30
分
）も
実
施

す
る
。

ਃ
し
ࠐ

ύ
イ
ロ
ッ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
׆

動
を
開
࢝
。
６
年
度
か
ら
ઍ

代
ా
・
中
ԝ
・
ߓ
ブ
ロ
ッ
ク
、

多
ຎ
ブ
ロ
ッ
ク
、̓
年
度
か

ら
ौ
୩
・
世
ా
୩
・
໨
ࠇ
ブ

ロ
ッ
ク
、
台
東
・
๽
ా
・
ߥ

川
ブ
ロ
ッ
ク
、
ਂ
川
・
城
東

ブ
ロ
ッ
ク
、８
年
度
か
ら
品

川
・
大
ా
ブ
ロ
ッ
ク
、文
京
・

๛
ౡ
・
北
・
൘
ڮ
・
࿅
അ
ブ

ロ
ッ
ク
が
׆
動
し
て
い
る
。

今
後
の
ݕ
౼
事
߲
と
し

て
、
事
業
ܭ
画
・
ऩ
ࢧ
予
ࢉ

の
৹
ٞ
や
事
業
報
ࠂ
・
ऩ
ࢧ

ܾ
ࢉ
の
৹
ٞ
、
ࢧ
部
ブ
ロ
ッ

ク
制
の
導
入（
ブ
ロ
ッ
ク
の

あ
り
方
や
そ
の
ଞ
の
ࢧ
部
の

取
り
ѻ
い
）、
ᷤ
西
物
流
ڌ

点（
カ
ー
ド
ロ
ッ
カ
ー
・
駐

車
場
）に
つ
い
て
ݕ
౼
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

ᷤ
西
物
流
ڌ
点
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
管
理
・
運
Ӧ

ڞ
༗
し
て
い
き
た
い
」
と
ड़

べ
た
。
ま
た
、
ࢧ
部
の
代
表

で
あ
る
各
ҕ
һ
に
཰
௚
な
意

見
を
ٻ
め
、「
会
һ
か
ら
分

か
り
や
す
く
信
པ
さ
れ
る
૊

৫
を
໨
ࢦ
し
て
い
き
た
い
」

と
ޠ
っ
た
。

続
い
て
、
ླ
木
ҕ
һ
長
代

理
が「
６
・
̓
年
度
も
ҕ
һ

東
ト
ڠ
運
༌

安
全
ҕ
һ
会（
ҕ

һ
長
・
ௗ
ノ
海

ֶ
෭
会
長
）は
９

月
８
日
、
東
ト
૯

合
会
館
で
令
和
８

年
度
第
２
回
ҕ
һ

会（
̬
̴
̱
ซ
༻
）

を
開
催
し
、
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動（
９
月
21
Ỗ
30
日
）

に
޲
け
た
取
り
૊
み
や
׆
動

内
容
な
ど
を
確
認
し
た
。

๯
಄
、
ௗ
ノ
海
ҕ
һ
長
は

「
ҕ
һ
会
の
໋
題
で
あ
る
都

内
の
死
๢
事
故
発
生
状
گ

は
、こ
れ
ま
で
13
件
発
生
し
、

前
年
を
上
回
る
ハ
イ
ペ
ー
ス

で
ਪ
Ҡ
し
て
い
る
。
会
һ
関

༩
の
第
一
当
事
者
死
๢
事
故

ҕ
һ
長
は
৿
本
෭
会
長
が
新

た
に
຿
め
、
ҕ
һ
長
代
理
は

ླ
木
ོ
ࢤ
෭
会
長
が
Ҿ
き
続

き
຿
め
る
。
෭
ҕ
һ
長
に
は

ҕ
һ
長
の
ࢦ
名
に
よ
り
、
ࡔ

ా
生
子（
ߓ
ࢧ
部
）、大
ౡ
弥

一（
新
宿
ࢧ
部
、ࠤ（
久
間
߃

好（
࿅
അ
ࢧ
部
）の
各
ࢯ
が

ब
೚
し
た
。

๯
಄
、
৿
本
ҕ
һ
長
が
あ

い
さ
つ
。「
10
ࢧ
部
で
ҕ
һ

が
交
代
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
վ
め
て
こ
れ
ま
で
の
ݕ

౼
事
߲
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
՝
題
に
つ
い
て

ٞ
࿦
し
、
ҕ
һ
間
で
認
ࣝ
を

連
ܞ
し
て
さ
ら
な

る
事
故
防
ࢭ
׆
動

を
ਪ
ਐ
し
て
い
き

た
い
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
ܯ
ࢹ

庁
交
通
部
交
通
૯

຿
՝
交
通
安
全
૊

৫
܎
ܯ
部
ิ
の
上

ా
ٛ
和
ࢯ
が
、
同

運
動
の
ਐ
め
方
を

解
説
。あ
わ
せ
て
、

東
京
運
༌
ࢧ
ہ
཮

運
ٕ
術
ઐ
໳
׭
の

石
Ҫ
ஐ
大
ࢯ
が
、

同
運
動
の
実
施
ࡉ

໨
に
ج
づ
く
重
点

は
前
年
同
期
ൺ
で
２
ഒ
と
な

っ
て
お
り
、
死
๢
事
故
を
θ

ロ
に
す
る
た
め
、
օ
さ
ま
と

長
代
理
を
຿
め
た

が
、
Ҿ
き
続
き
৿

本
ҕ
һ
長
を
フ
Ỽ

ロ
ー
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

ٞ
事
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
ݕ
౼
事

߲
の
ਐ
ḿ
状
گ
を

報
ࠂ
。
常
೚
理
事

（
会
）の
ഇ
ࢭ
、理

事
定
数
の
࡟
ݮ
、

ධ
ٞ
һ
制
度
の
見

௚
し
、
૯
会
ࢿ
ྉ

の
電
子
ఏ
ڙ
制
度

の
導
入
、
ࢧ
部
長

に
関
す
る
事
߲
を
、
特
別
ҕ

һ
会
の
カ
ー
ド
ロ
ッ
カ
ー
・

駐
車
場
ҕ
һ
会
で
ڠ
ٞ
・
ܾ

定
し
て
い
た
が
、̓
月
開
催

の
ਖ਼
෭
会
長
会
で
、
今
年
度

か
ら
は
૯
຿
ҕ
һ
会
の
所
ঠ

事
߲
と
し
、
同
特
別
ҕ
һ
会

を
発
展
的
に
解
ফ
す
る
こ
と

取
り
૊
み
内
容
や
、
重

大
事
故
発
生
状
گ
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ٞ
事
で
は
、
同
運
動
期
間

中
の
９
月
24
日
を「
౷
一
実

施
日
」
と
し
、
各
ࢧ
部
で
֗

಄
ࢦ
導
׆
動
を
実
施
す
る
ほ

か
、
屋
外
マ
ル
チ
ビ
ジ
ἀ
ン

に
よ
る
ܒ
発
を
行
う
方
਑
を

示
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
初
೚

運
転
者
特
別
ߨ
श
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
連
続
し
た
日

ఔ
で
の
ड
ߨ
を
原
ଇ
と
し
て

い
た
が
、
ߨ
ٛ
内
容
の
ඪ
४

化
・
平
४
化
を
ਐ
め
る
こ
と

で
、
教
ҭ
ޮ
Ռ
を
維
࣋
し
な

が
ら
ड
ߨ
日
の
分
散
を
Մ
ೳ

と
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
10

月
13
日
ड
ߨ
分
か
ら
日
ఔ
の

બ
୒
方
法
を
ม
ߋ
す
る（
ผ

ܝ
ࢀ
র
）。

ま
た
、
ౙ
༻
タ
イ
ヤ
交
׵

時
の
注
意
点
に
つ
い
て
注
意

ש
ى
を
図
り
、
ト
ル
ク
レ
ン

チ
導
入
ॿ
成
事
業
の
׆
༻
な

ど
を
঺
հ
。
さ
ら
に
、̓
年

度
η
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
ブ
・

ί
ン
テ
ス
ト
感
ँ
状
の
त
༩

や
８
年
中
の
事
業
༻
ト
ラ
ッ

ク
の
ҿ
ञ
事
故
事
ྫ
、
同
年

中
の
ܯ
ࢹ
庁
管
内
に
お
け
る

事
業
༻
՟
物
車
が
関
༩
し
た

死
๢
事
故
発
生
状
گ
に
つ
い

て
も
報
ࠂ
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
都
内
で
は
８
月
31
日

現
在
、死
๢
事
故
が
13
件（
前

年
同
期
ൺ
１
件
増
）
発
生
。

こ
の
う
ち
、
会
һ
関
༩
は
５

件（
同
３
件
増
）、会
һ
関
༩

の
う
ち
第
一
当
事
者
と
な

る
事
故
は
̐
件（
同
２
件
増
）

と
な
り
、
厳
し
い
状
گ
が
続

い
て
い
る
。

ٞ
事
終
ྃ
後
に
は
、
関
東

交
通
ڞ
ࡁ
ڠ
同
૊
合
ࢀ
༩
の

෍
施
୩
ݡ
࢘
ࢯ
が
、
同
運
動

へ
の
取
り
૊
み
や
ਭ
຾
と
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
関
連
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
૯

຿
ҕ
һ
会（
ҕ
һ
長
・
৿
本

উ
໵
෭
会
長
）は
９
月
14
日
、

東
ト
૯
合
会
館
で
令
和
８
年

度
第
２
回
ҕ
һ
会（
̬
̴
̱

ซ
༻
）を
開
催
し
、
８
・
９

年
度
ҕ
һ
の
ҕ
৤
や
෭
ҕ
һ

長
の
ࢦ
名
・
બ
೚
を
行
う
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ݕ
౼

事
߲
の
整
理
・
確
認
、
今
後

の
ݕ
౼
事
߲
、
新
た
に
所
ঠ

す
る
ᷤ
西
物
流
ڌ
点
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

８
・
９
年
度
執
行
部
の
発

଍
後
、
新
೚
・
再
೚
ҕ
һ
に

よ
る
初
の
ҕ
һ
会
と
な
り
、

を
ܾ
定
し
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、ҕ
һ
か
ら
は
、

ࢧ
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
の
今
後
の

方
޲
ੑ
や
予
ࢉ
の
弾
ྗ
的
な

運
༻
、
ڠ
会
૊
৫
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
、
会
අ
ೲ
入
の

見
௚
し
な
ど
に
つ
い
て
意
見

が
出
さ
れ
た
。

よ
び
関
東
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会

の
会
һ
事
業

者
の
役
һ
ま
た
は
ࣾ
һ
で
、

ܦ
Ӧ
管
理
職
の
ܦ
験
３
年
以

上
、
も
し
く
は
こ
れ
に
४
ず

る
者
。
こ
の
ほ
か
、
会
長
が

特
に
認
め
た
者

ở
募
集
定
員
Ỡ30
人

ở
研
修
期
間
Ỡ
約
９
か
月

（
令
和
８
年
11
月
̐
日
Ỗ
９

東
ト
ڠ
は
、
第
2�
期
物
流

ܦ
Ӧ
࢜
՝
ఔ
の
ड
ߨ
生
を
ื

ू
し
て
い
る
。
ਃ
し
ࠐ
み
期

ݶ
は
10
月
1�
日
。
今
期
の
開

ߨ
式
は
11
月
̐
日
に
行
わ
れ

る
予
定
。
ื
ू
要
ྖ
は
次
の

通
り
。

ở
受
講
資
格
Ỡ東
ト
ڠ
、お

年
̓
月
21
日
）。
त
業
時
間

は
૯
ܭ
１
０
６
時
間

ở
受
講
料
Ỡ
東
ト
ڠ
・
関

ト
ڠ
会
һ
事
業
者
の
役
һ
お

よ
び
そ
の
ࣾ
һ
ử
35
ສ
ԁ
˜

そ
の
ଞ
の
者
ử
40
ສ
ԁ（
い

ず
れ
も
੫
ࠐ
み
）

ở
申
し
込
み
方
法
Ỡ
東
ト

ڠ
業
຿
部
教
ҭ
ݚ
म
・
༌
ૹ

̜
へ（
関
東
各
ݝ
ト
ڠ
会
һ

事
業
者
は
所
ଐ
ڠ
会
を
通
じ

て
）
ਃ
ࠐ
書
を
̛
̖
̭
ૹ
信

す
る˜

໰
い
合
わ
せ
ઌ

ử
東
ト
ڠ
業
຿
部
教

ҭ
ݚ
म
・
༌
ૹ
̜

（
ὸ
03
・
３
３
５
９
・

̐
１
３
̓
、
̛
̖
̭

03
・
３
３
５
９
・
６

０
２
０
）

の
બ
定
な
ど
の
権
ݶ
の
Ҡ

行
、
会
長
ީ
ิ
者
の
બ
出
ख

続
き
の
見
௚
し
、
会
һ
ج
൫

強
化
ର
策
の
ݕ
౼
が
׬
ྃ
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

ࢧ
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
の
導
入

で
は
、５
年
度
か
ら
第
１
期

৿ຊҕһ௕

ླ木ҕһ௕୅ཧ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

葛
西
物
流
拠
点
を
所
掌
事
項
に

౦τڠ ૯຿委員会

౦τڠ ӡ༌҆શ委員会

ͷపఈ΁ࢭ๷ނࣄ ࢧ
෦
ϒ
ϩỽ
Ϋ
Խ
͸
͡
Ί

૊
৫
の
͋
Γ
ํ
Λ
ݕ
౼

東
τ
ڠ

第
2�
ظ

෺
ྲྀ
ܦ
Ӧ
࢜
՝
ఔ

10月1�೔ਃݶظࠐ

ॳ೚ӡసऀಛผߨश ౦τڠ
̔೥౓

ΦϯϥΠϯ
ʹΑΔ

ड
ߨ
͠
΍
͢
͘
ͳ
Γ
·
͠
ͨ
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題
に
関
す
る
ݚ
म
会
を
開
催

す
る
。
あ
わ
せ
て
、
ࡢ
年
と

同
様
に
全
ト
ڠ
の
ܦ
Ӧ
分
ੳ

事
業
や
༌
ૹ
量
実
ଶ
ௐ
ࠪ
へ

の
ڠ
ྗ
、
各
छ
ॿ
成
事
業
の

取
次
・
ड
付
、
各
छ
ܦ
Ӧ
情

報
に
関
す
る
ࢿ
ྉ
な
ど
の
ఏ

ڙ
も
行
う
。

人
ࡐ
ҭ
成
事
業
で
は
、
三

૊
৫
の
׆
動
を
ࢧ
ԉ
す
る
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ݚ
ڀ
会
は

９
月
2�
日
、
青
年
部
は
９
月

2�
日（
大
ࡕ
෎
ト
ラ
ッ
ク
ڠ

会
青
年
部
会
と
合
同
）に
そ

れ
ぞ
れ
ݚ
म
会
を
開
催
す
る

予
定
。ঁ
ੑ
部
は
６
月
５
日・

９
月
８
日
に
そ
れ
ぞ
れ
ݚ
म

会
を
開
催
し
た
。

Ճ
え
て
、
ύ
ι
ί
ン
η
ミ

ナ
ー
を
10
月
1�
Ỗ
23
日
に
東

ト
૯
合
会
館
で
開
催
す
る
ほ

か
、
中
小
ا
業
大
ֶ
ߍ
ड
ߨ

ྉ
の
ॿ
成
も
行
う
。
こ
の
ほ

か
、
第
2�
期
物
流
ܦ
Ӧ
࢜
՝

ら
、
最
新
情
報
を
ఏ
ڙ
し
て

い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
ま
ず
、
ࡢ
年
度

の
ܦ
Ӧ
վ
ળ
ର
策
事
業
に
つ

い
て
、
実
施
内
容
を
報
ࠂ
。

東
ト
ڠ
ܦ
Ӧ
分
ੳ
ௐ
ࠪ
を
実

施
し
た
ほ
か
、
全
ト
ڠ
の
ܦ

Ӧ
分
ੳ
事
業
や
中
小
ا
業
信

に
よ
る
初
の
ҕ
һ
会
で
、
ҕ

һ
長
に
は
菊
஑
෭
会
長
が
ब

೚
。
෭
ҕ
һ
長
に
は
ҕ
һ
長

の
ࢦ
名
に
よ
り
、
ࢁ
本
఩
໵

（
ߓ
ࢧ
部
）・
小
ౡ
উ
）߂
江

戸
川
ࢧ
部
）・
出
ౡ
康
༎（
ߥ

川
ࢧ
部
）・
ڮ
本
޾
明（
多
ຎ

ࢧ
部
）の
各
ࢯ
を
બ
೚
し
た
。

๯
಄
、
菊
஑
ҕ
һ
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
東
ト
ڠ
で
は

ト
ラ
ッ
ク
ద
ਖ਼
化
二
法
へ
の

ର
Ԡ
を
最
重
要
事
߲
と
し
、

会
һ
事
業
者
の
ܦ
Ӧ
՝
題
を

೺
Ѳ
し
な
が
ら
、
ܦ
Ӧ
؀
ڥ

の
վ
ળ
に
寄
༩
す
る
施
策
を

ਐ
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
。
各
छ
ݚ
म
会
・
η
ミ
ナ

ー
で
は
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

ڠ
会
な
ど
関
܎
ஂ
体
と
連
ܞ

し
、
̬
̴
̱
も
׆
༻
し
な
が

༻
อ
ݥ
法
業
छ
ࢦ
定
ܧ
続
の

た
め
の
༌
ૹ
量
実
ଶ
ௐ
ࠪ
に

ڠ
ྗ
し
た
。
ま
た
、「
中
小

ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ
事
業
者
の
た

め
の
̙
̭
ਪ
ਐ
η
ミ
ナ
ー
」

「
ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ
事
業
者
の

た
め
の
人
ࡐ
確
อ
・
࿑
ಇ
؀

ڥ
վ
ળ
η
ミ
ナ
ー
」を
開
催
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
ܦ

Ӧ
教
ҭ
ҕ
һ
会（
ҕ
һ
長
・

菊
஑
ਖ਼
ߒ
෭
会
長
）は
９
月

15
日
、
東
ト
૯
合
会
館
で
令

和
８
年
度
第
１
回
ҕ
һ
会

（
̬
̴
̱
ซ
༻
）を
開
催
し
、

８
・
９
年
度
ҕ
һ
の
ҕ
৤
や

෭
ҕ
һ
長
の
ࢦ
名
・
બ
೚
を

行
う
と
と
も
に
、
ܦ
Ӧ
վ
ળ

ର
策
・
人
ࡐ
ҭ
成
の
各
事
業

の
ਐ
め
方
、
今
年
度
の
༌
ૹ

相
ஊ
・
ۤ
情
ॲ
理
の
取
り
૊

み
状
گ
な
ど
を
৹
ٞ
し
た
。

８
・
９
年
度
執
行
部
の

発
଍
後
、
新
೚
・
再
೚
ҕ
һ

ܦ
Ӧ
਍
அ
・
ܦ
Ӧ

վ
ળ
ࢧ
ԉ
・
運
௞

交
ব
ࢧ
ԉ
事
業
、

自
家
༻
೩
ྉ
ڙ
څ

施
設
整
備
ࢧ
ԉ
事

業
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
導
入
ଅ
ਐ

ࢧ
ԉ
事
業
な
ど
、

全
ト
ڠ
ॿ
成
事
業

の
取
次
を
行
っ
た
。

今
年
度
に
つ
い

て
は
、
東
ト
ڠ
ܦ

Ӧ
分
ੳ
ௐ
（ࠪ
̓

年
度
ܾ
ࢉ
൛
）を

ܧ
続
実
施
す
る
ほ

か
、
各
छ
ܦ
Ӧ
໰

東
ト
ڠ
と
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
は
９
月
３
日
、
東
ト

૯
合
会
館
で「
ҿ
ञ
運
転
ࠜ

ઈ
η
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。

会
һ
事
業
者
の
ܦ
Ӧ
者
や
管

理
者
ら
が
ࢀ
Ճ
し
、
ҿ
ञ
運

転
防
ࢭ
に
޲
け
た
ର
策
を
ֶ

ん
だ
。

ߨ
ࢣ
は
、
ܭ

ଌ
݈
康
ܒ
発
ڠ

会
代
表
理
事
の

๬
月
ܭ
ࢯ
。
๬

月
ࢯ
は
、
ҿ
ञ

量
の
໨
安
と
し

て「
０
・
１
・

２
ド
リ
ン
ク
ਪ

ਐ
運
動
」
を
঺

հ
し
た
。
同
運

動
は
、
１
ド
リ

ン
ク
を
७
ア
ル

ί
ー
ル
׵
ࢉ
10

ₓ
と
し
、０
ド
リ
ン
ク
を
ਪ

঑
、
１
ド
リ
ン
ク
を
ঁ
ੑ
の

ద
量
、
２
ド
リ
ン
ク
を
உ
ੑ

の
ద
量
と
す
る
一
方
、
̐
ド

リ
ン
ク
以
上
は
事
故
、６
ド

リ
ン
ク
は
ґ
存
঱
や
ප
気
に

つ
な
が
る
と
説
明
し
た
。

ま
た
、体
重
ܭ
や
体
Թ
ܭ
、

݂
ѹ
ܭ
に
Ճ
え
、
ア
ル
ί
ー

ル
ݕ
஌
器
を
׆
༻
す
る
こ
と

で
、
自
身
の
ҿ
ञ
量
を
೺
Ѳ

す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に

ਐ
ん
だ
݈
康
管
理
に
も
な
る

こ
と
を
強
ௐ
。
あ
わ
せ
て
、

ҿ
ञ
前
、ҿ
ञ
後
、ब
৸
前
、

出
ۈ
前
に
ଌ
定
し
、
特
に
ब

৸
前
は
０
・
00
ἄ
ₓ
ʗ
Ἄ
と

す
る
こ
と
で
、
ҿ
ञ
量
の
管

理
と
ྑ
࣭
な
ਭ
຾
に
つ
な
が

る
と
し
た
。

ݕ
஌
器
に
つ
い
て
は
、
業

຿
༻
の
೩
ྉ
電
஑
式（
電
気

化
ֶ
式
）と
ݸ
人
޲
け
の
൒

導
体
式
の
特
௃
を
解
説
。
೩

ྉ
電
஑
式
は
高
ֹ
で
、
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要

だ
が
、
ޡ
ݕ
஌
が
少
な
い
た

め
業
຿
༻
と
し
て
ਪ
঑
し

た
。
一
方
、
൒
導
体
式
の
安

Ձ
品
は
約
３
ׂ
で
ޡ
ݕ
஌
が

発
生
す
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー

実
੷
と
ސ
٬
ର
Ԡ
で
બ
定

し
、
೩
ྉ
電
஑
式
の
ݕ
౼
を

ק
め
た
。
実
演
で
は
、
๬
月

ࢯ
が
ク
リ
ー
ム
ύ
ン
を
৯
べ

た
௚
後
に
ଌ
定
し
た
と
こ

ろ
、
ア
ル
ί
ー
ル
が
ݕ
஌
さ

れ
、
৯
品
や
香
ྉ
な
ど
に
ؚ

ま
れ
る
ඍ
量
の
ア
ル
ί
ー
ル

東
ト
ڠ
は
、

10
月
22
・
23
日

の
྆
日
、「
ී
通

ٹ
໋
ߨ
श
」
を

開
催
す
る
。
本

ߨ
श
は
、
交
通

事
故
や
࿑
ಇ
災

害
、
大
ن
໛
災

害
の
発
生
時
に
、
ෛ
ই
者
の

ٹ
ޢ
に
必
要
な
ٹ
໋
ٹ
急

を
、
会
һ
事
業
者
に
広
く
ී

ٴ
さ
せ
る
こ
と
を
໨
的
と
し

た
も
の
。
ड
ߨ
ྉ（
教
ࡐ
අ
）

は
東
ト
ڠ
が
ෛ
୲
す
る
た
め

無
ྉ
。

開
催
日
時
は
、
10

月
22
・
23
日
の
各
日

ޕ
前
９
時
Ỗ
ਖ਼
ޕ

と
、
ޕ
後
１
時
30

分
Ỗ
̐
時
30
分（
１
日
２
回

ܭ
̐
回
開
催
）。会
場
は
、
四

୩
ফ
防
ॺ
地
下
１
֊
体
ҭ
܇

࿅
室（
新
宿
区
四
୩
３
の
10
）。

ߨ
ࢣ
は
、
東
京
防
災
ٹ
急

ڠ
会
の
ઐ
໳
ߨ
ࢣ
。
ߨ
श
内

容
は
、
ٹ
急
ख
当
の
重
要
ੑ

に
つ
い
て
の
ߨ
ٛ
、
心
ഏ
ો

生
、
自
動
体
外
式
আ
ࡉ
動
器

（
̖
̚
̙
）の
࢖
༻
方
法
、஠

ଉ
の
ख
当
、
ࢭ
݂
の
方
法
な

ど
を
ֶ
ぶ
。

ର
৅
者
は
、
初
め
て
同
ߨ

श
を
ड
ߨ
す
る
者
、
ま
た
は

前
回
の
ड
ߨ
日
か
ら
３
年
を

ఔ
は
11
月
̐
日
か
ら
開
ߨ
す

る（
̐
໘
ʹ
ؔ
࿈
）。

今
年
度
第
１
回
ܦ
Ӧ
者

η
ミ
ナ
ー
は
11
月
24
日
に
、

「『
そ
の
一
ݴ
が
、
人
を
動
か

す
』
Ỗ
ܦ
Ӧ
者
・
管
理
職
の

た
め
の
ί
ミ
ュ
ニ
έ
ー
シ
ἀ

ン
実
ફ
࿦
Ỗ
」を
テ
ー
マ
に
、

̬
̴
̱
ซ
༻
で
開
催
す
る
こ

と
を
ྃ
ঝ
し
た
。

今
年
度
の
༌
ૹ
相
ஊ
業
຿

で
は
、
本
部
ѻ
い
・
ࢧ
部
ѻ

い
を
合
わ
せ
た
༌
ૹ
相
ஊ
件

数（
８
年
̐
Ỗ
̓
月
）に
つ

い
て
、
一
般
都
ຽ
か
ら
３
̓

０
件
、
会
һ
事
業
者
か
ら
５

８
̓
８
件
が
寄
せ
ら
れ
た
。

都
ຽ
か
ら
ࢧ
部
へ
の
相
ஊ
は

「
Ҿ
ӽ
」
に
関
す
る
も
の
が

中
心
で
、
小
ޱ
՟
物（
୐
配

な
ど
）の
相
ஊ
も
多
か
っ
た
。

本
部
へ
の
相
ஊ
も
Ҿ
ӽ
に
関

す
る
も
の
が
大
൒
を
઎
め
、

Ҿ
ӽ
Ձ
格
の
見
ੵ
も
り
α
イ

ト
を
通
じ
た
Ҿ
ӽ
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
が
多
く
み
ら
れ

た
。会

һ
事
業
者
か
ら
ࢧ
部
へ

の
相
ஊ
で
は
、事
業
報
ࠂ
書・

事
業
実
੷
報
ࠂ
書
に
関
す
る

相
ஊ
が
多
く
、
ద
ਖ਼
化
二
法

な
ど
法
令
վ
定
に
関
す
る
相

ஊ
も
໨
ཱ
っ
た
。
本
部
も
同

様
に
、
ಧ
出
事
߲
に
関
す
る

相
ஊ
が
増
Ճ
܏
޲
に
あ
る
。

ۤ
情
ॲ
理
件
数（
̐
Ỗ
８
月
）

は
3�
件
で
、
危
ݥ
運
転
に
関

す
る
も
の
が
約
６
ׂ
を
઎
め

た
一
方
、
ۤ
情
の
中
に
は
相

ஊ
者
の
צ
違
い
に
よ
る
も
の

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ҕ
һ
か
ら
は
、
ۤ
情
ॲ
理

に
お
け
る
運
行
管
理
の
ෆ
ద

切
事
案
な
ど
、
内
部
ࠂ
発
的

な
案
件
へ
の
ର
Ԡ
に
つ
い
て

࣭
໰
が
あ
り
、
内
容
に
Ԡ
じ

て
ࢧ
ہ
と
連
ܞ
し
、
ద
切
に

ର
Ԡ
し
て
い
る
と
説
明
し
た
。

東
ト
ڠ
ઍ
代
ా

ࢧ
部（
ࢦ
࡚
޹
೭

ࢧ
部
長
）・
中
ԝ

ࢧ
部（
Ӊ
野
੓
༤

ࢧ
部
長
）・
ߓ
ࢧ

部（
ࡔ
ా
生
子
ࢧ

部
長
）は
９
月
２

日
、
三
ࢧ
部
合
同

༻
を
中
心
と
し
た
人
ࡐ
確
อ

の
た
め
の
ݚ
म
内
容
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
࢓
૊
み
、
職
場

؀
ڥ
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

施
設
内
で
は
、
各
୲
当
者

の
ࡋ
量
に
ج
づ
き
、
՛
子
ྨ

の
入
っ
た
ஈ
ボ
ー
ル
が
ޮ
཰

的
に
ੵ
み
上
げ
ら
れ
て
い
る

様
子
や
、
マ
ス
ト
࢓
様
、
プ

ッ
シ
ュ
プ
ル
型
の
フ
Ỽ
ー
ク

リ
フ
ト
を
ૢ
作
す
る
ঁ
ੑ
ࣾ

һ
の
作
業
風
ܠ
を
ࢹ
࡯
し
た

（
写
真
）。
さ
ら
に
、
入
ࣾ
の

動
機
や
࢓
事
で
ۤ
࿑
す
る
点

な
ど
、
࠾
༻
に
関
す
る
意
見

交
׵
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
ࢦ
࡚
ઍ
代
ా
ࢧ

部
長
が「
本
日
の
見
ֶ
会
で

ֶ
ん
だ
こ
と
を
自
ࣾ
に
࣋
ち

ؼ
り
、
事
業
の
ࢀ
ߟ
と
し
て

ほ
し
い
」
と
ड़
べ
、
見
ֶ
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

当
て
て
い
る
。
会
ࣾ
の
ن
໛

や
施
設
の
新
し
さ
だ
け
で
は

࠾
༻
が
೉
し
い
。
ラ
イ
フ
α

ポ
ー
ト
・
Τ
ガ
ワ
で
は
、
多

く
の
若
い
ঁ
ੑ
が
フ
Ỽ
ー
ク

リ
フ
ト
で
作
業
す
る
な
ど
、

ঁ
ੑ
が
ಇ
き
や
す
い
職
場
を

実
ફ
し
て
い
る
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
自
ࣾ
の
ࢀ
ߟ
に
し
、

࠾
༻
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
も
ら

い
た
い
」と
ड़
べ
た
。

見
ֶ
に
ઌ
ཱ
ち
、
江
川
఩

生
代
表
取
締
役
ࣾ
長
̘
̚
Ｏ

が
事
業
内
容
や
人
ࡐ
確
อ

の
取
り
૊
み
、
物
流
η
ン
タ

ー
施
設
の
֓
要
を
説
明
。
ド

ラ
イ
バ
ー
の
地
Ґ
޲
上
に
޲

け
、
ࣾ
会
ݚ
म
機
関
を
設
ஔ

し
、「
ޏ
う
」か
ら「
ҭ
て
る
」

へ
の
意
ࣝ
転
׵
に
よ
っ
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
Τ
キ
ス
ύ
ー

ト
を
ഐ
出
す
る
取
り
૊
み
を

঺
հ
し
た
。
ま
た
、
新
ଔ
࠾

の「
物
流
見
ֶ
会
」を
開
催
。

࡛
ۄ
ݝ
川
ޱ
市
の
ラ
イ
フ
α

ポ
ー
ト
・
Τ
ガ
ワ（
ઍ
代
ా

ࢧ
部
）
川
ޱ
弥
平
η
ン
タ
ー

を
訪
れ
、
最
新
設
備
を
備
え

た
՛
子
ྨ
の
ڞ
同
配
ૹ
物
流

η
ン
タ
ー
を
ࢹ
࡯
す
る
と
と

も
に
、
現
場
で
ಇ
く
若
年
ࣾ

һ
と
意
見
交

׵
し
、
࿑
ಇ

ྗ
ෆ
଍
໰
題

の
解
ܾ
に
޲

け
た
࠾
༻
の

ࢀ
ߟ
と
し
た
。

開
催
に
あ

た
り
、
Ӊ
野

中
ԝ
ࢧ
部
長

は「
今
回
の

見
ֶ
会
で

は
、
࠾
༻
関

܎
に
য
点
を

௒
え
る
者
。
３
年
以
内
の
者

は
、
近
ྡ
の
ফ
防
ॺ
へ「
ී

通
ٹ
໋
再
ߨ
श
」
を
ਃ
し
ࠐ

む
。定

һ
は
各
回
24
人
で
、
̐

回
あ
わ
せ
て
各
ࣾ
最
大
̐
人

ま
で
ਃ
し
ࠐ
み
が
Մ
ೳ（
ઌ

ண
ॱ
、
定
һ
に
な
り
次
第
、

締
め
切
る
）。
な
お
、
ड
ߨ

者
に
は
ߨ
श
ड
ߨ
日
か
ら
３

年
間
༗
ޮ
の「
ٹ
໋
ٕ
ೳ
認

定
ূ
」が
交
付
さ
れ
る
。

ड
ߨ
ਃ
し
ࠐ
み
は
、
東
ト

ڠ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
同

ߨ
श
・
ड
ߨ
ਃ
ࠐ
フ
Ỽ
ー
ム

か
ら
行
う
。

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
຿
部
交
通・؀
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

東
ト
ڠ
は

９
月
８
Ỗ
11

日
の
̐
日

間
、
江
東
区

の
東
京
ビ
ッ

グ
α
イ
ト
で

開
催
さ
れ
た

「
国
ࡍ
物
流

૯
合
展
２
０

２
６
」
に
ブ

ー
ス
を
出
展

し
た
。「
஌
ܙ

と
ٕ
術
で
、

物
流
の
ະ
来

を
切
り
୓

く
。」を
テ
ー

マ
に
、
過
去

最
大
ن
໛
で

で
も
൓
Ԡ
す
る
こ
と
を
示

し
、
ύ
ン
の
ほ
か
、
み
そ
や

Τ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
な
ど
に

も
ؚ
ま
れ
る
と
説
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
、ア
ル
ί
ー
ル・

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
最
新
情

報
と
と
も
に
、
実
機
を
༻
い

た
σ
モ
も
実
施
。
ス
ク
リ
ー

ン
を
通
じ
て
実
機
の
動
作
を

確
認
し
た
。
最
後
に
๬
月
ࢯ

は
、「
࠲
ֶ
だ
け
で
な
く
、実

ࡍ
に
機
器
を
࢖
い
な
が
ら
理

解
を
ਂ
め
て
ほ
し
い
。
ҿ
ञ

運
転
に
よ
る
事
故
、
特
に
死

๢
事
故
を
θ
ロ
に
す
る
こ
と

を
໨
ࢦ
し
、
関
܎
機
関
と
連

ܞ
し
て
ී
ٴ
ܒ
発
を
ਐ
め
て

い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

開
催
さ
れ
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
東
ト
ڠ
の

グ
リ
ー
ン
・
Τ
ί
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
̜
̚
̥
）に
つ
い
て
、

20
年
間
の
実
੷
や
̨
̙
̜

（͂
࣋
続
Մ
ೳ
な
開
発
໨
ඪ
）

の
ୡ
成
へ
の
ߩ
ݙ
な
ど
、
؀

ڥ
อ
全
と
安
全
の
ਪ
ਐ
に
޲

け
た
取
り
૊
み
を
ポ
ス
タ
ー

や
映
像
で
̥
̧
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
の
՟
物
༌

ૹ
ධ
Ձ
制
度
を
঺
հ
。
制
度

֓
要
や
令
和
８
年
度
ධ
Ձ
取

ಘ
事
業
者
一
ཡ
の
ほ
か
、５

年
・
10
年
連
続
ධ
Ձ
取
ಘ
事

業
者
の
最
༏
ल
・
༏
ल
事
業

者
一
ཡ
を
掲
示
し
、
同
制
度

を
ア
ϐ
ー
ル
し
た
。

٠஑ҕһ௕

౦τڠ 経営教育委員会

最
新
情
報
の
提
供
へ

ݕ
஌
ث
ͷ
׆
༻
๏
ͳ
Ͳ
঺
հ

ए
೥
ࣾ
һ
ͱ
ҙ
ݟ
ަ
׵

ܦ
Ӧ
վ
ળ
ɾ
ਓ
ࡐ
ҭ
੒
Λ
ਪ
ਐ

最新物流施設を視察

ձֶݟ෦߹ಉ෺ྲྀࢧࡾ
ઍ୅ాɾதԝɾࢧߓ෦

౦τڠ 普通救命講習
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和８年８月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 82 22 16 5 0 11 4 0 2 22 164
関与事故件数 77 18 17 5 0 8 2 0 2 71 200
（前年比） ＋9 −4 −6 ＋2 ±0 ＋4 ＋1 ±0 ＋2 −10 −2

中
型

１当件数 46 33 19 4 0 5 6 0 0 21 134
関与事故件数 47 29 20 4 0 5 5 0 0 46 156
（前年比） −2 +2 −8 −2 ±0 −6 −1 ±0 ±0 −4 −21

準
中
型

１当件数 97 49 20 11 2 14 4 0 0 46 243
関与事故件数 95 44 25 11 2 13 4 0 0 119 313
（前年比） ＋16 −13 −18 ＋6 −1 ＋4 ＋1 ±0 ±0 −12 −17

普
通
・
軽

１当件数 293 129 135 35 17 47 23 6 5 127 817
関与事故件数 299 117 162 36 17 45 24 6 5 324 1,035
（前年比） ＋21 ＋1 −13 ＋15 ±0 ＋7 ＋9 ＋2 ＋3 ＋18 ＋63

合
計

１当件数 518 233 190 55 19 77 37 6 7 216 1,358
関与事故件数 518 208 224 56 19 71 35 6 7 560 1,704
（前年比） ＋44 −14 −45 ＋21 −1 ＋9 ＋10 ＋2 ＋5 −8 ＋23

死
者
数

大型貨物車（１当） 2 0 0 1 0 0 1 0 0 1 5
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 0 0 2 0 1 1 0 0 1 5
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たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

཮
上
՟
物
運
ૹ
事
業
࿑

ಇ
災
害
防
ࢭ
ڠ
会（
཮
災
防
）

東
京
都
ࢧ
部
会
は
９
月
５

日
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

の
後
ԉ
に
よ
り
、
江
戸
川
区

ྟ
海
ொ
の
ᷤ
西
物
流
施
設

で
、
第
42
回「
フ
Ỽ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
ڝ
ٕ
東
京
大
会
」

を
開
催
し
た
。

大
会
に
は
６
人
の
બ
ख
が

ࢀ
Ճ
。
ֶ
科
ڝ
ٕ
、
点
ݕ
ڝ

ٕ
、
運
転
ڝ
ٕ
を
通
じ
て
、

日
頃
ഓ
っ
た
஌
ࣝ

と
ٕ
ೳ
を
ڝ
い
合

っ
た
。

ڝ
ٕ
の
݁
Ռ
、

安
ཬ
ོ
ઇ
さ
ん

（
日
本
通
運
東
京

ࢧ
ళ
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
オ
ペ
レ
ー
シ

ἀ
ン
部
ઓ
ྗ
ௐ
整

՝
・
写
真
᷁
）が

༏
উ
。松
丸
৳
一

さ
ん（
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ー
ド
東
日

本
東
関
東
地

区
本
部
安
全

品
࣭
؀
ڥ

部
）が
४
༏

উ
と
な
っ
た
。

ڝ
ٕ
終
ྃ

後
の
表
জ
式

で
は
、
ڝ
ٕ
ҕ
һ
に
よ
る
ߨ

ධ
に
続
き
、
৿
本
উ
໵
෭
会

長
か
ら
༏
উ
し
た
安
ཬ
さ
ん

に
、
表
জ
状
と
६
が
त
༩
さ

れ
た
。
४
༏
উ
の
松
丸
さ
ん

に
も
表
জ
状
が
贈
ら
れ
た
。

৿
本
෭
会
長
は
、
બ
ख
の

݈
ಆ
を
た
た
え
、「
日
頃
の

成
Ռ
を
十
分
に
発
ش
し
て
い

た
だ
い
た
。
༏
উ
し
た
安
ཬ

東
京
マ
ラ
ι
ン
財
ஂ
は
10

月
18
日
、「
東
京
レ
ガ
シ
ー

ハ
ー
フ
マ
ラ
ι
ン
２
０
２

６
」の
開
催
に
伴
い
、都
心
部

ί
ー
ス
お
よ
び
௚
近
道
路
で

長
時
間
の
交
通
ن
制
を
行
う
。

ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
地
点
の
Ｍ
̪
̛
̜
ス
タ
ジ

ア
ム（
国
ཱ
ڝ
ٕ
場
）で
は
、

ޕ
前
̓
時
20
分
か
ら
11
時
40

分
頃
ま
で
交
通
ن
制
を
実
施

す
る
。
ス
タ
ー
ト
時
間
は
、

車
い
す
ハ
ー
フ
マ
ラ
ι
ン
ʗ

ޕ
前
８
時
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ι

ン
ʗ
ޕ
前
８
時
５
分
。

ट
都
）ݍ
࡛
ۄ
ݝ
・

ઍ
葉
ݝ
・
東
京
都
・

ਆ
ಸ
川
ݝ
）で
は
、

σ
ィ
ー
θ
ル
車
か
ら

ഉ
出
さ
れ
る
ཻ
子
状

物
（࣭
̥
Ｍ
）に
よ

る
大
気
Ԛ
છ
ର
策
と

し
て
、
平
成
15
年
10

月
か
ら
一
都
三
ݝ
の

各
৚
ྫ
に
よ
り
、
ഉ

出
ج
४
を
満
た
さ
な

い
旧
型
式
の
σ
ィ
ー

θ
ル
ト
ラ
ッ
ク
・
バ

ス
な
ど
の
運
行
を
ې

ࢭ
し
て
い
る
。

こ
の
৚
ྫ
は
、
周

辺
地
Ҭ
か
ら
乗
り
入

れ
て
く
る
車
྆
を
ؚ

め
、
ट
都
ݍ
を
運
行

す
る
全
て
の
σ
ィ
ー
θ
ル
車

に
ద
༻
さ
れ
る
。

۝
都
ݝ
市
で
は
、
৚
ྫ
に

ج
づ
く
ݕ
ࠪ
や
広
報
׆
動
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
い

ま
だ
に
৚
ྫ
の
ഉ
出
ج
४
に

ద
合
し
な
い
車
྆
が
ट
都
ݍ

ڝ
ٕ
中
は
ί
ー
ス（
外
苑

西
通
り
・
靖
国
通
り
・
外
ງ

通
り
・
ന
ࢁ
通
り
・
中
ԝ
通

り
）お
よ
び
௚
近
の
道
路
で
、

長
時
間
に
わ
た
り
車
྆
の
通

行
が
ن
制
さ
れ
る
。

ま
た
、
ट
都
高
଎
道
路
の

̐
߸
新
宿
線（
下
り
）外
苑
入

ޱ
、５
߸
஑
ା
線（
上
り
）൧

ా
ڮ
出
ޱ
、同（
下
り
）西
ਆ

ా
出
ޱ
が
通
行
ې
ࢭ
と
な
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
京
レ
ガ
シ
ー

ハ
ー
フ
マ
ラ
ι
ン
２
０
２
６

公
式
̬
̴
̱
α
イ
ト
を
ࢀ
照
。

を
運
行
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
ट
都
ݍ
を
運

行
す
る
ࡍ
は
、
ഉ
出
ج
४
に

ద
合
し
た
自
動
車
を
ར
༻
す

る
よ
う
確
認
を
ٻ
め
て
い
る
。

ʓ
ن
制
の
ओ
な
内
容

̥
Ｍ
の
ഉ
出
ج
४
を
満
た

さ
な
い
σ
ィ
ー
θ
ル
車
は
、

ट
都
ݍ
で
運
行
が
ې
ࢭ
さ
れ

て
い
る
。

˜
ର
৅
地
Ҭ
ử
࡛
ۄ
ݝ
、

ઍ
葉
ݝ
、
東
京
都（
ౡ
し
ょ

地
Ҭ
を
আ
く
）、ਆ
ಸ
川
ݝ

˜
ର
৅
車
छ
ử
ܰ
༉
を
೩

ྉ
と
す
る
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス

お
よ
び
こ
れ
ら
を
ϕ
ー
ス
に

վ
造
し
た
特
छ
༻
్
自
動
車

˜
േ
ଇ
な
ど
ử
50
ສ
ԁ
以

下
の
േ
ۚ

ʓ
ഉ
出
ج
४
を
満
た
さ
な
い

σ
ィ
ー
θ
ル
車
と
は

自
動
車
ݕ
ࠪ
ূ
の「
型
式

ཝ
」に
次
の
ࣝ
別（
記
߸
）が

あ
る
車
྆
は
、
次
の
地
Ҭ
で

は
運
行
が
で
き
な
い
。な
お
、

৚
ྫ
で
ࢦ
定
さ
れ
た
̥
Ｍ
ݮ

少
૷
ஔ
を
૷
ண
し
た
車
྆
で

あ
れ
ば
運
行
が
Մ
ೳ
。

ᶃ
ઍ
葉
ݝ
、ਆ
ಸ
川
ݝ

̠
―
、Ｎ
―
、̥
―
、̨
―
、

̪
―
、̬
―
、̠
̖
―
、̠
̗

―
、
̠
̘
―
、
記
߸
が
な
い

昭
和
54
年
ご
ろ
ま
で
に
੡
造

さ
れ
た
車
྆

ᶄ
࡛
ۄ
ݝ
、東
京
都

ᶃ
に
Ճ
え
、
̠
̚
―
、
̠

̛
―
、̠
̜
―
、̠
̟
―
、̠

̠
―
、̠
̡
―
、Ｈ
̖
―
、Ｈ

̗
―
、Ｈ
̘
―
、Ｈ
̚
―
、Ｈ

̛
―
、Ｈ
Ｍ
―

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
型
式

に
は
一
部
ద
合
す
る
車
྆
も

あ
る
た
め
、
ݸ
別
確
認
が
必

要
。ৄ

ࡉ
は
、
σ
ィ
ー
θ
ル
車

ن
制
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ʗ
東

京
都
σ
ィ
ー
θ
ル
車
ن
制
૯

合
情
報
α
イ
ト
ʗ
۝
都
ݝ
市

あ
お
ぞ
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

確
認
。

˜
໰
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
京

都
؀
ڥ
ہ
؀
ڥ
վ
ળ
部
自
動

車
؀
ڥ
՝
σ
ィ
ー
θ
ル
車
ن

制
相
ஊ
૭
）ޱ
ὸ
03
・
５
３

８
８
・
３
５
２
８
）

さ
ん
の
今
後
の

׆
༂
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、

੯
し
く
も
༏
উ

を
逃
し
た
બ
ख

の
օ
さ
ん
も
、

来
年
の
大
会
に

޲
け
て
஁
࿉
に

ྭ
ん
で
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

な
お
、
本
大
会
は
、
11
月

28
・
2�
日
に
Ѫ
஌
ݝ
み
よ
し

市
の
中
部
ト
ラ
ッ
ク
૯
合
ݚ

म
η
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

第
41
回「
全
国
フ
Ỽ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
ڝ
ٕ
大
会
」
の
બ

ख
બ
ߟ
を
݉
Ͷ
て
お
り
、
大

会
ن
定
に
ج
づ
き
、
安
ཬ
さ

ん
を
全
国
大
会
出
場
બ
ख
に

બ
出
し
た
。

優勝は安里さん（日通）

10月18日交通規制 東
京
レ
ガ
シ
ー
Ｈ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
６

10月は「ディーゼル車対策強化月間」九都県市

第
42
回

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
競
技
大
会
陸

災

防

東
京
都
支
部
会
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新
宿
区
の
靖

国
通
り
を
運
行

す
る
路
線
バ
ス

に
乗
車
中
、
思

わ
ぬ
「
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
」
体
験
を
し
た
。

バ
ス
の
前
に
、
い
き
な
り

自
転
車
が
飛
び
出
し
て
き

た
の
だ
◆
路
上
駐
車
の
ワ

ゴ
ン
車
を
避
け
よ
う
と
車

線
を
は
み
出
し
た
ら
し
い

が
、
死
角
か
ら
の
急
な
飛

び
出
し
に
思
わ
ず
身
を
固

く
し
た
。
運
転
者
も
驚
い

た
は
ず
だ
が
、
慌
て
る
様

子
も
な
く
、
ブ
レ
ー
キ
を

少
し
強
め
に
踏
ん
で
や
り

過
ご
し
た
。
日
常
的
に
あ

る
こ
と
の
よ
う
だ
◆
そ
の

後
も
、
車
線
を
は
み
出
し

て
走
行
す
る
自
転
車
や
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
何
度

か
見
か
け
た
。
誠
に
危
な

っ
か
し
い
。
死
角
部
分
が

大
き
い
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス

に
は
要
注
意
な
存
在
。
運

転
者
に
か
か
る
ス
ト
レ
ス

は
相
当
な
も
の
に
違
い
な

い
◆
最
近
、
交
通
量
の
多

い
道
路
で
も
車
道
を
走
る

自
転
車
な
ど
が
増
え
た
感

が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
青

切
符
」
導
入
で
取
り
締
ま

り
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
か
え
っ
て
事
故
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
◆
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
で
も
、
自

転
車
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
徹
底
が
重
点
の
一

つ
だ
が
、
そ
の
運
転
マ
ナ

ー
は
芳
し
く
な
い
の
が
実

情
だ
。
プ
ロ
の
運
転
者
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
防
衛
運
転
を
心
が
け
る

必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。

今
回
は
、
３
月

に
全
面
開
業
し
た

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
シ
テ
ィ
に
あ

る
、
複
合
型
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム「
Ｍ
ｏ

Ｎ
Ｔ
ａ
ｋ
ａ
ｎ
ａ

ｗ
ａ（
モ
ン
タ
カ

ナ
ワ
）」
で
開
催

中
の「
Ｍ
ｏ
Ｏ
Ｎ

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｈ（
ム

ー
ン
・
マ
ン
ス
）

―
月
を
待
つ
月

―
」
に
行
っ
て
き

さ
い
」と
の
呼
び
か
け
と
と
も
に
、

一
気
に
満
天
の
星
空
が
広
が
り
ま

す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
久
し
ぶ

り
で
し
た
が
、３
６
０
度
に
無
数

の
星
が
再
現
さ
れ
、そ
の
間
を
歩

く
の
は
新
鮮
で
し
た
。

そ
し
て
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
の

一
角
に
あ
る
喜
多
川
歌
麿
の『
品

川
の
月
』の
解
説
動
画
を
見
ま
す
。

約
百
畳
の
畳
の
上
で
眺
め
る
巨
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
、品
川
の
遊
郭
や

海
辺
の
賑
わ
い
、月
夜
の
下
で
過

ご
す
人
々
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ

ま
す
。

訪
れ
た
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨

で
、月
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ライターライターライター
八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋
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MOM 第65回江戸の月見に思い馳せ

高輪の新名所で展覧会

「
月
待
ち
の
宵
」
と
題
し
た
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、初
代
歌
川

広
重
の
浮
世
絵
に
も
描
か
れ
た

「
二
十
六
夜
待
ち
」
に
触
れ
て
い

ま
す
。
浮
世
絵
か
ら
も
、
東
の
空

か
ら
昇
る
月
を
待
つ
人
々
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま

す
。
当
時
は
、
月
の
光
の
中
に
阿

弥
陀
如
来
が
観
音
菩
薩
、勢せ

い
し至
菩

薩
を
伴
っ
て
現
れ
、そ
の
姿
を
拝

む
と
願
い
が
叶
う
と
信
じ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

解
説
が
終
わ
り
、
会
場
は
暗

転
。「
月
の
出
る
ま
で
少
し
だ
け

時
間
が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
江
戸

の
星
空
の
海
を
歩
い
て
み
て
く
だ

ま
し
た
。

秋
は
、
月
を
楽
し
む
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
本
紙
の
発

行
日
と
な
る
９
月
25
日
は
、

今
年
の
中
秋
の
名
月
に
あ
た

り
ま
す
。今
回
の
展
示
で
は
、

江
戸
時
代
の
人
々
が
ど
の
よ

う
に
月
を
楽
し
ん
で
い
た
の
か
、

想
像
し
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
駅

前
の
広
場
に
は
、
三
日

月
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

オ
ブ
ジ
ェ
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た（
写
真
）。

現
代
で
も
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
辺
り
で

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、

月
を
見
て
過
ご
す
夜
は

素
敵
で
す
。「
次
は
、
夜

に
ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩
す
る

の
も
い
い
か
な
」
と
思

っ
て
い
ま
す
。

江
戸
城
は
度
重
な

る
火
災
に
見
舞
わ

れ
、
天
守
閣
は
再

建
さ
れ
な
か
っ

た
。
本
丸
な
ど
も

被
災
し
、
１
８
６

３（
文
久
３
）
年
に

は
本
丸
御
殿
な
ど
が

焼
失
。
櫓や

ぐ
ら
も
わ
ず
か
し
か

残
ら
な
か
っ
た
。
西
の
丸
に
仮
御

殿
が
造
ら
れ
、江
戸
城
開
城
・
明

治
維
新
を
迎
え
る
と
、明
治
天
皇

は
仮
御
殿
に
入
城
し
た
。

江
戸
城
本
丸
な
ど
が
あ
っ
た

東
御
苑
に
は
、史
跡
も
多
い
。
か

つ
て
映
画
・
テ
レ
ビ
や
演
劇
な
ど

で
年
末
の
定
番
と
な
っ
た
忠
臣

蔵
の
事
件
発
端
の
舞
台『
松
の
大

廊
下
』跡
を
は
じ
め
、百
人
番
所
、

天
守
台
、家
康
時
代
の
石
垣
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
は
尽
き
な
い
。
秋
の
散

策
を
楽
し
み
な
が
ら
、江
戸
城
の

歴
史
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、歴
史
好
き
に
は
興
味
の
尽

き
な
い
場
所
だ
。

東
御
苑
散
策
で
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
の
が「
皇
居
三
の
丸
尚
蔵

館
」だ
。
新
施
設
の
建
設
工
事
が

続
け
ら
れ
て
い
た
が
、今
年
11
月

３
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

記
念
し
、「
皇
室
の
至
宝
―
美
い

づ
る
と
こ
ろ
」と
銘
打
っ
た
特
別

展
の
第
一
弾
が
、来
年
１
月
ま
で

開
か
れ
る
。
特
別
展
は
第
三
弾

ま
で
に
分
か
れ
、全
展
示
作
品
が

約
制
と
な
っ
た
。
所
蔵
品
に
は
、

国
内
外
で
人
気
の
伊
藤
若
冲
の

『
動ど

う
し
ょ
く
さ
い
え

植
綵
絵
』、
狩
野
永
徳
の『
唐

獅
子
図
屏
風
』
を
は
じ
め
、
教
科

書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る『
蒙も

う
こ古

襲し
ゅ
う
ら
い
え
こ
と
ば

来
絵
詞
』
や『
春か

す
が日
権ご

ん
げ
ん現
験げ

ん

記き

絵え

』、藤
原
定
家
の
書
な
ど
、国
宝・

重
要
文
化
財
級
の
作
品
も
多
く
、

展
示
内
容
に
は
事
前
確
認
が
必
要

と
な
る
た
め
、入
館
方
法
と
あ
わ

せ
て
、事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
秋
の

人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
開
花
時
期
が
異
な
る
た

め
、す
べ
て
が
同
時
に
咲
く
わ
け

で
は
な
い
。
園
内
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
よ
る
と
、10
月
ご
ろ
に
は
ジ
ュ

ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
が
三
の
丸
尚
蔵
館

や
本
丸
休
憩
所
西
側
の
芝
生
に
咲

き
、紅
葉
の
時
期
を
迎
え
る
11
月

ご
ろ
に
は
二
の
丸
雑
木
林
が
見
頃

と
な
る
と
い
う
。

こ
の
雑
木
林
は
、都
市
近
郊
で

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
雑
木
林
を
、皇

居
内
に
造
ろ
う
と
い
う
昭
和
天
皇

の
発
案
で
、１
９
８
３（
昭
和
58
）

年
か
ら
3
年
を
か
け
て
整
備
さ
れ

た
。
よ
り
自
然
に
近
い
形
で
復
元

さ
れ
て
お
り
、武
蔵
野
の
面
影
を

思
い
浮
か
べ
る
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
本
丸
天
守
台
南
側
で
は
、
ダ

ル
マ
ギ
ク
、
カ
モ
メ
ギ
ク
、
二
の

丸
雑
木
林
で
は
キ
ク
タ
ニ
ギ
ク
、

リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ギ
ク
な
ど
、菊
の
仲

間
も
見
頃
を
迎
え
る
。

８
月
末
か
ら
迷
走
台

風
や
線
状
降
水
帯
な
ど
、

全
国
各
地
に
災
害
を
も

た
ら
し
た
ニ
ュ
ー
ス
が

連
日
報
道
さ
れ
た
。
東

京
で
も
長
雨
が
続
く
と
、

秋
の
長
雨
、す
す
き
梅
雨

な
ど
と
風
流
を
気
取
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
。
９

月
上
旬
の
都
内
の
日
照

時
間
が
過
去
最
少
を
記

録
し
た
と
聞
く
と
、秋
晴

れ
が
恋
し
く
な
る
。
秋

の
気
配
か
ら
本
格
的
な

秋
へ
。
高
い
空
や
雲
、
芸
術
・
文
化

の
香
り
な
ど
、季
節
を
楽
し
め
る
場

所
と
し
て
都
心
の
皇
居
東
御
苑
は
見

逃
せ
な
い
。

皇
居
東
御
苑
は
、旧
江
戸
城
の
本

丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
と
い
う
江
戸

城
中
心
部
の
跡
地
の
一
部
、約
21
㌶

を
庭
園
と
し
て
宮
内
庁
が
整
備
し
、

１
９
６
８（
昭
和
43
）
年
に
一
般
公

開
さ
れ
た
。
園
内
は
芝
生
や
庭
園
が

整
備
さ
れ
、人
々
が
散
策
を
楽
し
め

る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、皇
室
の

重
要
行
事
の
舞
台
に
も
な
る
。
２
０

１
９（
令
和
元
）
年
11
月
の
大だ

い
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭

入
れ
替
わ
る
。
同
館
は
皇

室
の
美
術
工
芸
品
な
ど

が
国
に
寄
贈
さ
れ
た
の
を

機
に
、１
９
９
３（
平
成
５
）

年
秋
に
一
般
公
開
さ
れ
、館
名

は
古
来
、皇
室
に
関
わ
る
重
要
な

器
物
を
管
理
す
る
役
職
に
由
来

す
る
。

開
館
時
当
初
は
い
つ
で
も
入

館
で
き
、「
御
物
」
を
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
た
が
、国
宝
級
の

所
蔵
品
も
多
く
人
気
が
高
ま
り
、

施
設
の
拡
張
と
と
も
に
事
前
予

で
は
、北
側
一
帯
に
大
嘗
宮
が
造

ら
れ
、皇
室
の
最
も
重
要
な
儀
式

が
執
り
行
わ
れ
た
。

園
内
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
植
物

や
草
花
が
四
季
を
彩
る
。
秋
の

代
表
格
と
い
え
ば
、ヒ
ガ
ン
バ
ナ

（
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

）だ
ろ
う
。
各
地
に

名
所
や
群
生
地
が
あ
り
、ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
る
ほ
ど
人

気
が
高
い
。
東
御
苑
で
も
各
所
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
同
心
番
所
、

諏
訪
の
茶
屋
付
近
で
は
シ
ロ
バ
ナ

マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
が
咲
く
と
い

う
。
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
に
は
い
ろ
い
ろ

な
異
称
が
あ
り
、仏
教
で
は
お
め

で
た
い
兆
し
と
し
て
、天
か
ら
降

っ
て
く
る
花
と
さ
れ
る
。

二
の
丸
休
憩
所
周
辺
で
は「
秋

の
七
草
」が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、 諏訪の茶屋

皇居三の丸尚蔵館

二の丸雑木林の紅葉の松

皇
居
東
御
苑
を
散
策

三
の
丸
尚
蔵
館
、秋
の
見
ど
こ
ろ

秋を探して楽しもう
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〈後 援〉 東京都／環境省／関東運輸局／関東運輸局東京運輸支局／警視庁交通部／渋谷区／東京商工会議所
〈協 力〉 東京労働局／自衛隊東京地方協力本部／警視庁代々木警察署／東京消防庁渋谷消防署／日本自動車連盟東京支部
〈協 賛〉 いすゞ自動車首都圏／南関東日野自動車／三菱ふそうトラック・バス南関東ふそう／ UDトラックス／関東陸運振興センター

安全自動車／交通事故総合分析センター／事業用自動車事故調査委員会／交通情報サービス

「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ

Ｏ
̠
̮
Ｏ
２
０
２
６
」
が
�

月
12
日
​
、
ौ
୩
区
の
代
々

木
公
園（
野
外
ス
テ
ー
ジ
・

イ
ϕ
ン
ト
広
場
）で
開
催
さ

れ
、
あ
い
に
く
の
空
໛
様
を

;
き
と
ば
し
、
多
く
の
家
଒

連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ト
ラ
ッ
ク
を
展
示
し
た
ほ

か
、
職
業
体
験
ί
ー
ナ
ー
な

ど
を
設
け
、
ࢧ
部
や
関
܎
ஂ

体
が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
྘
ナ

ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
と
の
;
れ

あ
い
の
場
を
ఏ
ڙ
し
ま
し
た
。

HOTaTECH／自動車事故対策機構東京主管支所／日本自動車連盟（JAF）東京支部／アスア／運行管理推進ネットワーク／カーゴ・ジャパン／関東交通共済協同組合／三多摩自動車協会
首都高速道路サービス／新日本流通新聞社／中央矢崎サービス／東京海上日動火災保険／東京自動車販売協会／東京都トラック運送事業協同組合連合会／日本トレクス／物流ニッポン新聞社
ブリヂストンタイヤサービス東日本／自動車安全運転センター東京都事務所／東京都自動車会議所／物流産業新聞社／東ト協会員事業者（多数）　※順不同

写真でみる

トラックフェスタ TOKYO

͍͋ʹ͘ のۭ໛༷を͍͋ʹ͘ のۭ໛༷を͍͋ʹ͘ のۭ໛༷を

;͖ ͱ͹͢;͖ ͱ͹͢;͖ ͱ͹͢

ຊ෦ɾ支෦ɾۀքのྗຊ෦ɾ支෦ɾۀքのྗຊ෦ɾ支෦ɾۀքのྗ

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

τϥοΫͱ;Ε͋͏τϥοΫͱ;Ε͋͏τϥοΫͱ;Ε͋͏

҆શͱڥ؀ʹऔΓ૊Ή҆શͱڥ؀ʹऔΓ૊Ή҆શͱڥ؀ʹऔΓ૊Ή

暮らしを支え暮らしを支え暮らしを支え
　　次の未来へ　　次の未来へ　　次の未来へ


